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仁
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S
um
m
ary:T
his essay talks about the state of
“the freedom of conscience judges are required to have”
in C
hina,
a socialist state.
T
here is no provision on freedom
 
of conscience in the constitution of C
hina.
W
hether
 
prescribed by law or not,freedom of conscience can be considered an innate hum
an right given to every person
 
by G
od.
In today’s crim
inal justice system of C
hina,
there is a
“system of correction by forced labor”
called
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
一
一
“laodong jiaoyang”
「
労
働
教
養
」m
eaning
“inculcation by labor”.
T
he system allow
s the police to deprive anyone
 
of their personal liberty w
ho has com
m
itted an anti-socialistic act in w
ord or in deed,w
ithout going through any
 
judicial proceedings and it constitutes an infringem
ent of judicial pow
er by executive pow
er.
C
hinese judges are
 
w
ell aw
are of the fact that it is a violation of hum
an rights but,bound by the so-called
“four basic principles”,
including
“the principle of being led by the C
hinese C
om
m
unist P
arty”,w
hich are stipulated in the pream
ble of
 
the constitution,they are unable to dem
and abolition of the system
.
T
he fact of the m
atter is that the
“four
 
basic principles”
actually infringe the independence of the judicature and deprive judges of their right to spiritual
 
freedom
.
O
n the basis of the traditional C
onfucian philosophy of C
hina developed by
“D
u G
angjian,
N
ew
 
B
enevolence T
heory:C
onfucian T
hought and H
um
an R
ights,2000”,in C
hinese,
杜
鋼
建
著?
新
仁
学
、
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政?
（
香
港
・
京
獅
企
画
、
二
〇
〇
〇
年
）this essay contem
plates the freedom
 
of conscience that any judge is
 
required to have.
「
法
律
が
正
義
へ
の
意
思
を
意
識
的
に
否
認
し
、
た
と
え
ば
人
び
と
に
対
し
て
人
権
を
恣
意
的
に
与
え
た
り
、
拒
否
し
た
り
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
律
は
法
と
し
て
の
妥
当
性
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
国
民
は
そ
の
法
律
に
対
し
て
ま
っ
た
く
服
従
の
義
務
を
も
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
法
律
家
も
そ
の
法
律
の
法
と
し
て
の
性
格
を
否
認
す
る
勇
気
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
。」（G
.R
adbruch
）
※
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
?
）
二
二
序問
題
の
所
在
…
…
中
国
「
労
働
教
養
制
度
」
と
裁
判
官
の
良
心
良
心
お
よ
び
「
良
心
の
自
由
」
の
問
題
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
優
れ
て
今
日
的
課
題
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
「
国
旗
及
び
国
歌
法
」
の
施
行
後
、?
君
が
代?
の
強
制
斉
唱
を
め
ぐ
っ
て
「
良
心
の
自
由
」
等
「
君
が
代
?１
）
訴
訟
」
が
、
韓
国
に
お
い
て
も
「
良
心
的
兵
役
拒
否
」
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
?２
）
い
る
。
前
者
は
、
戦
前
に
お
け
る
「
教
育
勅
語
」
下
の
臣
民
教
育
か
ら
戦
後
の
「
教
育
基
本
法
」
下
の
主
権
者
に
よ
る
教
育
へ
の
意
義
、
す
な
わ
ち
「
教
育
の
自
由
」
を
か
け
た
裁
判
で
あ
り
、
後
者
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
第
四
条
第
三
節
に
い
う
「
良
心
的
兵
役
拒
否
権
」
の
保
障
等
を
、
世
界
の
普
遍
的
な
理
念
に
す
べ
き
も
の
と
し
て
訴
え
、
宗
教
上
の
理
由
か
ら
銃
を
捨
て
平
和
と
社
会
奉
仕
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
現
代
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
〞
国
家
に
対
す
る
個
人
の
尊
重
〝
を
課
題
と
し
て
い
る
。
さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
社
会
主
義
国
家
中
国
に
お
け
る
「
良
心
の
自
由
」
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
憲
法
第
一
九
条
に
「
思
想
・
良
心
の
自
由
」
が
、
第
七
六
条
第
三
項
に
「
裁
判
官
の
独
立
と
良
心
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
憲
法
に
は
こ
の
よ
う
な
条
項
は
な
い
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
中
国
憲
法
「
前
文
」
で
は
「
四
つ
の
基
本
?３
）
原
則
」
を
掲
げ
、
す
べ
て
の
制
定
法
を
解
釈
し
適
用
す
る
さ
い
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
「
基
本
原
則
」
が
中
国
の?
法
治?
を
支
え
る
国
家
の
根
本
法
の
「
前
文
」
に
規
定
さ
れ
て
三
．
不
義
と
良
心
的
抵
抗
結
び
に
代
え
て
…
…「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
と
〞
操
守
良
心
〝
目
次
序
問
題
の
所
在
…
…
中
国
「
労
働
教
養
制
度
」
と
裁
判
官
の
良
心
一
．
規
制
人
の
良
心
二
．
良
心
の
自
由
と
人
格
の
尊
厳
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
三
三
い
る
だ
け
に
、
思
想
の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
表
現
の
自
由
等
が
一
定
の
制
約
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
思
想
の
自
由
、
良
心
の
自
由
等
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
、
人
び
と
が
人
権
と
自
由
を
訴
え
、
真
の
意
味
に
お
け
る
法
制
度
の
改
革
を
主
張
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
人
権
と
し
て
の
良
心
の
?４
）
自
由
」
が
叫
ば
れ
、「
思
想
・
良
心
の
自
由
は
民
主
に
優
先
す
る
」
こ
と
が
説
か
れ
る
?５
）
の
も
、
決
し
て
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
間
、
中
国
に
お
け
る
憲
政
論
者
の
一
人
杜
鋼
建
教
授
は
「
双
方
法
治
秩
序
と
基
本
権
利
体
系
…
…
儒
家
秩
序
観
の
新
仁
学
思
考
」
（
一
九
九
五
年
）
を
著
し
、
憲
政
の?
正
向
秩
序?
と?
反
向
秩
序?
の
体
系
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
〞
民
意
は
天
意
〝
で
あ
り
、〞
民
重
君
軽
、
民
本
国
末
〝
を
実
現
す
る
秩
序
こ
そ?
反
向
秩
序?
で
あ
る
と
し
て
、
個
人
の
国
家
か
ら
の
自
由
、
す
な
わ
ち
「
独
立
関
係
」
を
説
い
て
い
る
。
い
わ
く
「
個
人
が
国
家
か
ら
い
か
に
独
立
し
て
い
る
か
、
ま
さ
に
そ
の
程
度
は
、
良
心
の
自
由
を
ど
れ
ほ
ど
自
覚
し
て
い
る
か
に
よ
る
。
良
心
の
自
由
を
ど
の
程
度
自
覚
し
て
い
る
か
は
、
知
識
と
見
識
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
知
識
や
見
識
が
欠
如
し
て
い
る
国
民
は
、
盲
目
的
に
国
家
権
力
に
服
従
す
る
よ
う
に
な
る
。
知
識
や
見
識
を
高
め
る
こ
と
は
、
個
人
の
独
立
と
反
向
秩
序
関
係
を
強
化
す
る
の
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
?６
）
」
と
。
こ
の
民
重
君
軽
、
民
本
国
末
の
反
向
秩
序
を
い
か
に
育
み
、
盲
目
的
に
国
家
秩
序
に
服
し
て
い
る
個
人
と
そ
の
良
心
を
ど
う
覚
醒
さ
せ
る
か
。
個
人
が
国
家
か
ら
ど
の
程
度
独
立
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
顕
著
に
示
す
も
の
が
司
法
の
独
立
で
あ
る
。
と
く
に
裁
判
官
の
国
家
権
力
か
ら
の
独
立
は
、
そ
の
国
に
お
け
る
民
主
と
法
治
の
程
度
を
表
す
一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
え
よ
う
。
も
し
、
行
政
機
関
に
よ
っ
て
司
法
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
人
び
と
の
人
身
の
自
由
が
奪
わ
れ
、
裁
判
所
の
審
判
権
が
犯
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
裁
判
官
が
手
を
拱
い
て
こ
れ
を
黙
過
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
誰
が
行
政
権
の
濫
用
か
ら
司
法
権
の
独
立
を
守
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
下
、
と
り
わ
け
「
人
身
の
自
由
」
を
苛
酷
に
制
限
し
て
い
る
中
国
の
「
労
働
教
養
」
問
題
を
前
に
し
て
、
国
家
権
力
に
唯
々
諾
々
と
屈
服
し
て
い
る
裁
判
官
の
良
心
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
日
、
中
国
で
は
、
よ
う
や
く
に
し
て
こ
の
労
働
教
養
制
度
に
果
た
し
て
法
治
と
し
?
）
四
四
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
て
の
合
理
性
が
在
る
か
否
か
、
こ
の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て
真
剣
な
議
論
が
は
じ
ま
?７
）
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
労
働
教
養
制
度
」（
日
本
語
訳
と
し
て
、
広
く?
労
働
矯
正?
が
当
て
ら
れ
る
）
と
は
、
い
か
な
る
法
制
度
か
。
そ
れ
は
「
国
務
院
の
労
働
教
養
問
題
に
関
す
る
決
定
」（
一
九
五
?８
）
七
年
）、「
国
務
院
の
労
働
教
養
に
関
す
る
補
充
規
定
」（
一
九
七
九
年
）、
公
安
部
が
定
め
た
「
労
働
教
養
試
行
規
則
」（
一
九
八
二
年
）
等
の
法
規
を
根
拠
に
、
犯
罪
行
為
が
軽
微
で
、
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
に
は
至
ら
な
い
反
革
命
分
子
・
反
社
会
主
義
の
反
動
分
子
等
を
労
働
教
養
施
設
に
送
る
、
労
働
に
よ
る
教
育
を
め
ざ
す
行
政
的
強
制
措
置
で
?９
）
あ
る
。
現
在
、「
労
働
教
養
所
」（
収
容
施
設
）
は
、
中
国
全
土
に
三
一
〇
箇
所
あ
り
、
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
は
三
一
万
人
と
公
表
さ
れ
て
?10
）
い
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
、
そ
の
論
文
「
労
働
教
養
制
度
と
人
身
の
自
由
保
障
」（
一
九
九
六
年
）
で
、
こ
の
制
度
を
廃
止
す
べ
き
こ
と
を
訴
え
、
そ
の
問
題
点
を
六
点
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
て
?11
）
い
る
。
一
．
任
意
に
労
働
教
養
の
対
象
を
画
定
し
、
異
議
を
唱
え
る
者
を
情
け
容
赦
な
く
迫
害
す
る
二
．
単
位
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
人
を
労
働
教
養
に
送
り
込
む
権
利
を
も
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
身
奴
隷
制
度
の
狂
っ
た
存
在
で
あ
る
三
．
裁
判
所
の
審
判
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
、
任
意
に
人
身
の
自
由
を
剥
奪
す
る
四
．
法
律
上
の
論
理
に
反
し
て
、
労
働
教
養
は
刑
罰
よ
り
重
い
五
．
労
働
教
養
所
で
の
就
業
を
強
制
し
、
な
ん
ら
法
制
を
講
じ
な
い
六
．
少
年
へ
の
労
働
教
養
は
、
極
め
て
非
人
道
的
で
あ
る
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
制
度
が
「
裁
判
所
の
審
判
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
、
任
意
に
人
身
の
自
由
を
剥
奪
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
指
摘
し
て
い
わ
く
、
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
五
五
労
働
教
養
制
度
は
、
ま
っ
た
く
司
法
審
判
の
手
続
き
を
重
ん
ず
る
こ
と
な
く
行
政
機
関
の
指
導
者
は
、
い
か
な
る
単
位
の
誰
で
あ
ろ
う
と
労
働
教
養
所
に
送
り
込
み
、
人
身
の
自
由
と
そ
の
他
の
基
本
的
人
権
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
の
審
判
手
続
と
当
事
者
の
訴
訟
権
は
、
労
働
教
養
を
決
定
す
る
過
程
で
は
、
ま
っ
た
く
配
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
労
働
教
養
制
度
は
、
そ
の
本
質
か
ら
い
っ
て
、
裁
判
所
の
審
判
権
に
対
す
る
侵
犯
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
中
国
の
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
裁
判
所
の
審
判
を
経
る
こ
と
な
く
数
年
に
わ
た
り
人
身
の
自
由
を
剥
奪
で
き
る
労
働
教
養
制
度
の
存
在
を
容
認
し
て
い
る
。
裁
判
官
は
そ
の
司
法
認
識
と
人
権
意
識
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
、
一
定
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
?12
）
、
と
。
ま
さ
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
裁
判
官
の
司
法
認
識
と
人
権
意
識
の
希
薄
さ
で
あ
り
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
裁
判
官
の
良
心
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
中
国
に
お
い
て
も
裁
判
官
は
「
法
の
番
人
」
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
解
釈
と
適
用
が
な
さ
れ
る
さ
い
依
拠
さ
れ
る
法
律
が
、
法
の
階
層
性
か
ら
み
て
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
を
掲
げ
る
中
国
的
特
色
を
も
っ
た
社
会
主
義
憲
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
の
効
力
は
最
上
級
の
憲
法
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
か
ら
で
?13
）
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
判
官
は
一
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
内
在
し
た
法
律
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
え
?14
）
よ
う
。
と
は
い
え
、
本
来
、
裁
判
官
は
裁
判
官
で
あ
る
以
前
に
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
人
間
は
必
ず
良
心
を
も
っ
て
い
る
。
個
人
の
内
奥
の
声
、
ま
た
は
人
間
の
道
徳
上
の
内
的
法
廷
と
呼
ば
れ
る
良
心
そ
の
も
の
は
、
善
・
悪
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
最
終
審
で
?15
）
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
良
心
は
「
不
知
不
可
能
性
の
法
則
」
の
下
に
あ
る
以
上
、「
良
心
は
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
?16
）
な
い
。」
つ
ま
り
、
人
間
の
行
為
に
関
し
て
、
い
っ
た
ん
良
心
が
働
く
や
、
自
分
が
〞
為
す
べ
き
で
あ
る
〝
と
判
断
し
た
こ
と
を
実
際
に
行
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
自
分
が
〞
為
す
べ
き
で
な
い
〝と
判
断
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
行
わ
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
自
分
は
よ
く
知
っ
て
お
り
、
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。「
労
働
教
養
制
度
」に
対
峙
し
た
場
合
、
裁
判
手
続
き
を
経
ず
し
て
三
〇
万
人
も
の
人
権
が
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裁
判
官
は
永
く
容
認
し
て
お
り
、
同
時
に
、
こ
の
制
度
に
は
難
点
が
あ
り
、
改
廃
を
〞
為
す
べ
き
で
あ
る
〝
こ
と
を
承
知
?
）
六
六
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
何
一
つ
為
さ
な
か
っ
た
と
い
う
史
実
が
あ
る
。
内
的
法
廷
に
お
け
る
原
告
（
自
己
内
他
者
）
の
訴
え
、
そ
れ
に
対
す
る
被
告
（
自
己
自
身
）
が
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
の
下
で
「
や
む
を
得
な
か
っ
た
」
等
と
弁
明
し
た
に
せ
よ
、
一
人
の
人
間
と
し
て
〞
裁
判
官
と
し
て
為
す
べ
き
こ
と
〝
を
放
棄
し
た
〞
良
心
の
呵
責
〝
な
い
し
〞
良
心
の
裁
き
〝
か
ら
は
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
裁
判
官
は
、
良
心
の
法
廷
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
責
任
な
良
心
の
放
棄
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
良
心
の
掟
」
を
破
る
こ
と
を
意
味
?17
）
す
る
。
指
摘
さ
れ
る
べ
き
は
、
裁
判
官
は
自
己
の
良
心
に
誠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
儒
学
の
行
為
規
範
の
一
つ
に
〞
忠
誠
〝が
?18
）
あ
る
。
人
に
誠
の
心
を
尽
く
す
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
誠
に
し
た
が
う
こ
と
が
忠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
自
己
の
良
心
に
忠
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
決
し
て
人
に
対
し
て
忠
誠
を
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
裁
判
官
に
は
人
道
、
人
格
、
人
権
等
に
忠
で
あ
る
こ
と
が
特
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
実
に
忠
は
誠
に
あ
り
、
誠
は
良
心
に
し
た
が
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
忠
誠
な
裁
判
官
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
と
う
て
い
労
働
教
養
制
度
を
黙
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。「
労
働
教
養
制
度
」を
改
廃
す
る
に
は
、
自
己
の
良
心
を
自
律
し
、
つ
ま
り
〞
其
放
?19
）
良
心
〝
に
よ
っ
て
国
家
権
力
に
追
従
し
て
い
る
自
分
を
覚
醒
さ
せ
、
奮
い
立
た
せ
る
以
外
に
道
は
な
い
。
そ
も
そ
も
良
心
は
〞
?20
）
不
義
〝
を
黙
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
日
、
中
国
の
裁
判
官
は
人
権
に
対
し
て
無
感
覚
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
熟
睡
さ
せ
ら
れ
て
い
る
良
心
を
覚
醒
さ
せ
、
奮
い
立
た
せ
、
良
心
の
忠
誠
を
獲
得
し
、「
四
つ
の
基
本
原
則
」の
頸
木
か
ら
解
放
さ
せ
、
自
由
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
た
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
裁
判
官
の
覚
醒
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
は
〞
学
〝
と
〞
?21
）思
〝
を
会
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
で
は
、
杜
鋼
建
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
二
〇
〇
〇
年
）
に
展
開
さ
れ
て
い
る
良
心
の
観
念
を
礎
に
、
一
．
後
天
的
に
多
く
の
規
制
を
受
け
て
い
る
規
制
人
の
良
心
、
二
．
良
心
の
自
由
と
人
格
の
尊
厳
、
三
．
不
義
に
対
す
る
良
心
的
抵
抗
、
そ
し
て
結
び
に
代
え
て
、
「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
と
〞
操
守
良
心
〝
に
つ
い
て
一
考
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
七
七
※
R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,2.A
ufl.,1961.S.106.
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
４
・『
実
定
法
と
自
然
法
』
村
上
淳
一
訳
、
二
二
六
頁
。
註
?１
）
資
料
『
君
が
代
訴
訟
』「
君
が
代
」
訴
訟
を
す
す
め
る
会
編
（
二
〇
〇
〇
年
、
緑
風
出
版
）
は
、
日
本
に
お
け
る
君
が
代
訴
訟
の
実
態
を
よ
く
記
録
し
て
い
る
。
優
れ
た
研
究
書
と
し
て
、
西
原
博
史
著
『
良
心
の
自
由
』
増
補
版
（
二
〇
〇
一
年
、
成
文
堂
）
が
あ
る
。
な
お
筆
者
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
二
二
日
、
韓
国
忠
北
大
学
に
お
い
て
『「
」
…
…「
」
』
（
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
…
…
不
寛
容
な
教
育
に
対
す
る
批
判
）と
題
し
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
報
告
記
録
と
し
て
、『
韓
・
中
・
日
三
国
西
欧
法
受
容
定
着
』（
二
〇
〇
五
年
、
忠
北
大
学
校
法
学
研
究
所
）
一
四
頁
〜
三
〇
頁
が
あ
る
。
?２
）
こ
の
訴
訟
で
、
韓
国
最
高
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
一
五
日
、
い
わ
ゆ
る
良
心
的
兵
役
拒
否
の
男
性
被
告
に
対
し
て
懲
役
一
年
六
カ
月
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
判
決
は
、「
兵
役
の
義
務
が
履
行
さ
れ
ず
国
家
の
安
全
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
人
間
の
尊
厳
も
価
値
も
保
障
さ
れ
な
い
。
良
心
の
自
由
が
国
防
の
義
務
に
優
越
す
る
価
値
と
は
い
え
な
い
」
と
し
、
北
朝
鮮
と
い
う
現
実
の
脅
威
を
背
景
に
徴
兵
制
を
敷
く
韓
国
と
し
て
、
個
人
の
基
本
権
よ
り
国
防
・
兵
役
義
務
な
ど
社
会
秩
序
が
優
先
さ
れ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
分
断
国
家
に
お
け
る
特
殊
性
を
強
調
し
た
判
決
と
い
え
よ
う
。『
朝
日
新
聞
』二
〇
〇
五
年
七
月
一
六
日
付
。
な
お
、
こ
の
下
級
審
で
は
、
少
数
の
権
利
を
積
極
的
に
解
釈
し
、
無
罪
判
決
が
出
て
い
た
。
同
紙
七
月
一
四
日
付
国
際
面
参
照
。
ま
た
、
良
心
的
兵
役
拒
否
が
宗
教
上
の
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
良
心
の
義
務
」
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
面
を
指
摘
し
た
、
二
〇
〇
四
・
七
・
一
五
、
二
〇
〇
四
二
九
六
五
〔
〕
二
〇
〇
四
・
八
・
十
五
。
一
三
九
六
頁
〜
一
四
〇
九
頁
を
参
照
。
?３
）
い
わ
ゆ
る
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
と
は
、
①
社
会
主
義
の
道
の
堅
持
、
②
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
（
人
民
民
主
独
裁
）
の
堅
持
、
③
中
国
共
産
党
に
よ
る
指
導
の
堅
持
、
④
マ
ル
ク
ス＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
・
毛
沢
東
思
想
の
堅
持
で
あ
っ
て
、
法
の
解
釈
や
適
用
な
ど
、
中
国
に
お
け
る
一
党
独
裁
の
〞
法
治
〝
は
、
こ
の
原
則
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
る
。
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
九
九
年
の
憲
法
改
正
に
お
い
て
毛
沢
東
思
想
に
つ
い
で?
鄧
小
平
理
論?
が
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
の
改
正
で
江
澤
民
の
「
三
つ
の
代
表
思
想
」
は
付
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。〞
鄧
小
平
理
論
〝
が
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
に
追
加
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
郭
道
暉
「
毛
沢
東
と
鄧
小
平
…
…
中
国
の
法
治
国
家
へ
至
る
苦
悩
の
道
」（
関
西
?
）
八
八
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
大
学
第
二
二
回
公
開
講
座
報
告
・
鈴
木
賢
通
訳
）、
載
於
『
ノ
モ
ス
』（
関
西
大
学
法
学
研
究
所
）
第
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）
三
二
七
頁
以
下
参
照
。
?４
）
杜
鋼
建
「
非
暴
力
的
な
反
抗
と
良
心
的
拒
否
…
…
現
代
外
国
の
兵
役
制
度
が
直
面
し
て
い
る
新
た
な
問
題
」（
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、
良
心
的
拒
絶
は
、
高
い
道
徳
性
、
す
な
わ
ち
人
間
の
内
的
正
義
感
な
い
し
絶
対
的
な
道
徳
的
真
理
に
基
づ
く
権
利
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
敬
夫
「
人
権
と
し
て
の
良
心
の
自
由
…
…
杜
鋼
建
教
授
の
良
心
的
抵
抗
権
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
一
巻
第
一
号
（
一
九
九
四
年
）
四
三
頁
以
下
、
と
く
に
六
七
頁
以
下
参
照
。
?５
）
新
憲
政
主
義
の
下
で
は
、〞
人
権
と
自
由
〝
を
〞
民
権
と
民
主
〝
に
優
先
さ
せ
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」、
載
於
同
著
『
中
国
近
百
年
人
権
思
想
』（
二
〇
〇
四
年
、
中
文
大
学
出
版
社
）
八
四
頁
。
こ
の
点
を
考
察
し
た
鈴
木
敬
夫
「
中
国
人
権
論
に
お
け
る
新
仁
学
思
考
」、
載
於
『
民
法
学
と
比
較
法
学
の
諸
相
』
??
山
畠
正
男
外
古
希
記
念?
（
一
九
九
七
年
、
信
山
社
）、
四
三
九
頁
。
?６
）?
反
抗
秩
序?
は
、
仁
愛
権
と
平
等
権
か
ら
な
る
「
本
末
関
係
」、
良
心
の
自
由
、
表
現
の
自
由
か
ら
な
る
「
独
立
関
係
」、
国
民
の
参
政
権
を
基
礎
と
す
る「
組
織
関
係
」、
平
和
的
抵
抗
権
を
掲
げ
る「
適
切
な
抵
制
関
係
」の
四
つ
の
関
係
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
鈴
木
敬
夫「
中
国
の
憲
政
と
人
権
…
…
杜
鋼
建
教
授
の
新
仁
学
人
権
論
素
描
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
七
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）、
と
く
に
一
一
頁
以
下
。
?７
）
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
二
五
篇
の
論
文
を
も
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
儲
槐
植
・
陳
興
良
・
張
紹
彦
主
編
『
理
性
与
秩
序
…
…
中
国
労
働
教
養
制
度
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
、
法
律
出
版
社
）
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
な
お
拙
訳
と
し
て
、
陳
光
中
・
陳
澤
憲
・
杜
鋼
建
等
の
「
労
働
教
養
」
制
度
改
廃
論
を
収
め
た
「
労
働
矯
正
か
教
育
矯
正
か
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
九
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
二
一
頁
以
下
が
あ
る
。
?８
）
こ
の
制
度
に
お
け
る
最
高
次
の
規
範
「
国
務
院
の
労
働
教
養
問
題
に
関
す
る
決
定
」（
一
九
五
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
対
象
者
は
次
の
四
つ
の
類
型
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
①
正
業
に
就
か
ず
、
無
頼
行
為
を
行
い
、
あ
る
い
は
刑
事
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い
窃
盗
・
詐
取
等
の
行
為
を
行
い
、
治
安
管
理
に
違
反
し
、
し
ば
し
ば
教
育
し
て
も
改
め
な
い
者
。
②
犯
罪
行
為
が
軽
微
で
、
刑
事
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い
反
革
命
分
子
・
反
社
会
主
義
の
反
動
分
子
で
、
機
関
・
団
体
・
企
業
・
学
校
等
の
単
位
の
解
雇
除
籍
処
分
を
受
け
て
、
生
活
の
道
の
な
い
者
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
九
九
③機
関
・
団
体
・
企
業
・
学
校
等
の
単
位
内
で
、
労
働
力
が
あ
り
な
が
ら
、
長
期
に
わ
た
り
労
働
を
拒
絶
し
、
或
い
は
規
律
の
破
壊
・
公
共
の
秩
序
を
妨
害
し
、
解
雇
除
籍
処
分
を
受
け
て
、
生
活
の
道
の
な
い
者
。
④
業
務
の
分
配
と
就
業
転
業
の
配
置
に
服
従
せ
ず
、
或
い
は
生
産
労
働
に
従
事
さ
せ
る
勧
告
と
指
導
を
受
け
入
れ
ず
、
絶
え
ず
理
由
な
く
騒
ぎ
立
て
・
公
務
を
妨
害
し
・
し
ば
し
ば
教
育
し
て
も
改
め
な
い
者
。
と
く
に
問
題
視
す
べ
き
は
①
お
よ
び
②
の
条
項
で
あ
る
。「
無
頼
行
為
」
や
「
反
革
命
分
子
」・「
反
社
会
主
義
分
子
」
ほ
ど
用
語
の
不
確
定
性
は
な
い
。
こ
の
抽
象
的
で
曖
昧
か
つ
弾
力
性
を
有
す
る
概
念
は
、
適
用
す
る
側
に
と
っ
て
便
利
で
は
あ
る
が
、
拘
束
さ
れ
る
者
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
な
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
九
七
年
刑
法
改
正
で
「
反
革
命
罪
」
や
「
無
頼
罪
」
が
廃
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
教
養
の
諸
法
規
で
は
こ
れ
が
適
用
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
適
用
者
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。
陳
興
良「
中
国
労
働
教
養
制
度
研
究
以
刑
事
法
治
為
視
角
」、
載
於
『
中
外
法
学
』
二
〇
〇
一
年
六
期
六
九
四
頁
。
こ
の
点
を
指
摘
し
て
、
但
見
亮
「
労
働
教
養
制
度
の
危
険
性
」、
載
於
『
早
大
大
学
院
法
研
論
集
』
第
一
〇
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
九
二
頁
参
照
。
?９
）
但
見
亮
「
中
国
の
行
政
拘
禁
制
度
改
革
…
…
労
働
教
養
制
度
改
廃
の
議
論
に
関
連
し
て
」『
比
較
法
学
』
第
三
八
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
九
九
頁
に
お
い
て
、「
労
働
教
養
」
と
は
、
公
安
機
関
（
注：
広
く
警
察
作
用
一
般
を
行
う
）
の
行
う
身
柄
拘
禁
措
置
で
あ
り
、
そ
の
実
質
は
司
法
手
続
き
に
よ
ら
な
い
有
罪
決
定
に
基
づ
く
懲
役
で
あ
る
、
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
但
見
亮
「
労
働
教
養
制
度
の
危
険
性
」（
前
掲
）
八
一
頁
以
下
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
最
近
中
国
に
お
け
る
労
働
教
養
制
度
改
廃
論
考
を
網
羅
し
た
す
ぐ
れ
た
研
究
と
い
え
よ
う
。
但
見
亮
氏
か
ら
、
こ
の
貴
重
な
論
稿
を
ご
恵
贈
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
な
お
、
鈴
木
敬
夫
「
不
寛
容
と
し
て
の
労
働
矯
正
…
…
杜
鋼
建
の
中
国
労
働
教
養
制
度
廃
止
論
」、『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）、
と
く
に
一
八
頁
以
下
参
照
。
?10
）
『
中
国
労
働
教
養
』
一
九
九
九
年
第
三
期
、
第
四
〇
頁
参
照
。
陳
澤
憲
・
劉
仁
文
・
屈
学
武
・
鋭
に
よ
る
「
関
於
改
革
労
働
教
養
制
度
的
研
究
報
告
」、
載
於
『
理
性
与
秩
序
…
…
中
国
労
働
教
養
制
度
研
究
』（
前
掲
）
三
三
二
頁
。
こ
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
別
の
『
中
国
法
律
年
鑑
』（
一
九
九
五
年
）
の
司
法
統
計
に
よ
れ
ば
、
中
国
全
土
に
「
労
働
矯
正
所
」
は
二
三
五
カ
所
あ
り
、
一
九
九
五
年
現
在
、
矯
正
を
受
け
て
い
る
者
は
一
七
八
．
三
七
七
人
と
さ
れ
て
い
る
。
張
凌
「
統
計
に
見
る
中
国
刑
事
司
法
」、
載
於
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
九
九
七
年
四
月
（N
o.1109
）、
六
一
頁
。
?11
）
杜
鋼
建
「
労
働
教
養
制
度
与
人
身
自
由
」
は
、
香
港
で
発
行
さ
れ
て
い
る
『
中
國
研
究
月
刊
』（A M
onthly Journal of SIN
IC
A R
esearch
）
一
九
九
六
年
十
二
月
号
、
四
四
頁
〜
五
二
頁
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
全
訳
文
が
「
労
働
矯
正
か
労
働
教
養
か
」『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
九
巻
一
号
（
前
掲
）
一
四
一
頁
〜
一
六
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
杜
鋼
建
教
授
の
労
働
教
養
制
度
廃
止
論
は
、
彼
の
儒
学
寛
容
主
義
に
立
脚
し
て
?
）
一
〇
一
〇
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
寛
な
れ
ば
則
ち
衆
を
得
る
」〞
寛
則
得
衆
〝
を
基
本
姿
勢
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
儒
学
に
お
け
る
寛
容
の
主
張
は
、
主
に
支
配
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
寛
」
は
「
衆
を
容
れ
る
」
こ
と
を
求
め
、「
衆
を
容
れ
て
」
こ
そ
、
初
め
て
「
衆
を
得
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
寛
容
の
原
則
を
堅
持
し
て
こ
そ
、
民
心
を
得
て
民
衆
の
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
論
語
』
に
い
わ
く
、「
君
子
は
じ
め
て
賢
を
尊
び
て
衆
を
容
れ
、
善
を
嘉
（
よ
み
）
し
て
不
能
を
矜
（
あ
わ
れ
）
む
。
我
の
大
賢
な
ら
ん
か
、
人
に
於
い
て
何
の
容
れ
ざ
る
所
あ
ら
ん
」〞
君
子
尊
賢
而
容
衆
、
嘉
善
而
矜
不
能
、
我
之
大
賢
與
、
於
人
何
所
不
容
。〝（
子
張
第
一
九
）
と
強
調
し
て
い
る
。『
論
語
』
金
谷
治
訳
注
（
一
九
八
二
年
、
岩
波
書
店
）
二
六
一
頁
。
杜
鋼
建
「
人
権
視
野
中
寛
容
」、
載
於
『
法
哲
学
与
社
会
学
論
叢
』（
二
〇
〇
〇
年
、
中
国
政
法
大
学
出
版
）
一
九
八
頁
。〞
寛
則
得
衆
〝
の
観
点
か
ら
み
て
、「
労
働
教
養
」
は
最
も
忌
避
さ
れ
る
べ
き
不
寛
容
な
法
制
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
?12
）
「
慶
父
不
死
、
魯
難
未
已
」（
左
傳
・
公
元
年
）、
つ
ま
り
、
人
民
を
害
す
る
元
凶
が
い
る
限
り
、
人
民
の
苦
し
み
を
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。「
裁
判
所
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
職
能
は
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
よ
う
に
、
行
政
機
関
が
裁
判
所
の
審
判
権
を
無
視
し
、
自
ら
公
民
の
人
身
の
自
由
を
長
期
に
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
の
制
度
は
、
実
に
不
法
な
乱
国
制
度
に
ほ
か
な
ら
ず
、
か
つ
残
忍
な
制
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
不
法
な
制
度
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
、
司
法
権
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
仁
義
の
道
に
達
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
法
制
が
悪
け
れ
ば
国
家
が
乱
れ
、
人
心
も
こ
れ
に
反
抗
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
「
労
働
教
養
制
度
与
人
身
自
由
保
障
」（
前
掲
）
四
九
頁
。
鈴
木
敬
夫
「
不
寛
容
と
し
て
の
労
働
矯
正
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
八
巻
第
一
号
（
前
掲
）、
二
六
頁
〜
二
六
頁
。
?13
）
鈴
木
敬
夫
「
法
の
効
力
に
つ
い
て
…
…
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
哲
学
的
効
力
論
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
二
一
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
七
頁
。
法
学
的
効
力
論
に
お
い
て
は
、
下
位
の
効
力
を
そ
の
上
に
位
す
る
別
の
効
力
か
ら
演
繹
す
る
手
法
が
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
、
一
つ
の
法
体
制
に
お
け
る
効
力
の
究
極
的
前
提
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
問
わ
れ
た
な
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
「
必
然
的
に
は
い
つ
か
は
そ
れ
以
上
溯
る
こ
と
の
で
き
な
い
権
威
的
意
欲
の
事
実
性
」
に
突
き
当
た
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
R
adbruch,R
echtsphilosophie,5.A
ufl.,1956,S.174.
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
著
『
法
哲
学
』
著
作
集
１
、
二
一
七
頁
。
し
た
が
っ
て
、「
結
び
に
代
え
て
」
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
法
の
効
力
論
か
ら
も
憲
法
を
超
え
る
「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
?14
）
一
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
で
、「
実
定
法
が
絶
対
主
義
化
」“zum
 
A
bsolutism
us des positiven R
echt”
や
「
実
力
の
愚
行
」“factum
 
brutum der M
acht”
へ
の
法
律
の
引
き
渡
し
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。H
.W
elzel,A
n den G
renzen des R
echts
(D
ie F
rage nach der
 
R
echtsgeltung),1966,S.24ff.
鈴
木
敬
夫
「
法
の
効
力
に
つ
い
て
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
二
一
巻
第
二
号
（
前
掲
）
三
八
頁
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
一
一
一
一
?15
）
「
人
間
の
道
徳
上
の
内
的
法
廷
」
は
「
裁
判
官
の
良
心
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
は
、「
裁
判
官
の
良
心
」
に
と
っ
て
、「
裁
判
官
の
独
立
と
同
時
に
裁
判
官
の
自
分
の
良
心
に
従
う
義
務
を
強
調
す
る
こ
と
は
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
。
裁
判
官
は
公
正
な
判
断
を
下
す
た
め
に
、
独
立
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
説
く
。
同
著
『
人
間
の
尊
厳
と
国
家
の
権
力
』（
一
九
九
〇
年
、
成
文
堂
）
九
八
頁
〜
九
九
頁
、
三
一
九
頁
；
さ
ら
に
同
著
『
道
徳
的
・
法
的
責
任
の
三
つ
の
条
件
』（
二
〇
〇
五
年
、
成
文
堂
）
一
四
四
頁
〜
一
四
五
頁
。
?16
）
こ
れ
は
、
石
川
文
康
著
『
良
心
論
…
…
そ
の
哲
学
的
な
試
み
』（
二
〇
〇
一
年
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
に
お
け
る
「
良
心
の
三
法
則
」
の
う
ち
、
第
一
の
法
則
で
あ
る
。
第
二
は
「
絶
対
不
謬
性
の
法
則
」
で
あ
り
、
第
三
は
「
時
間
性
の
法
則
」
で
あ
る
。
同
著
一
三
五
頁
以
下
。
?17
）
い
わ
ゆ
る
「
主
観
的
良
心
」
か
ら
す
れ
ば
、「
自
己
弁
護
」、
し
か
も
内
心
の
「
自
己
弁
護
」、
そ
れ
は
…
…
た
と
え
本
人
が
意
識
し
て
い
な
く
て
も
…
…
、
同
じ
く
内
面
に
「
訴
え
る
者
」
が
い
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
「
裁
く
者
」
が
控
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
訴
え
た
り
弁
護
し
た
り
す
る
場
を
法
廷
と
す
れ
ば
、
内
面
の
法
廷
こ
そ
良
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。
石
川
文
康
著
『
良
心
論
…
…
そ
の
哲
学
的
試
み
』（
前
掲
）
一
四
一
頁
；
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
は
い
う
。「
自
己
の
良
心
に
背
く
よ
う
な
こ
と
に
協
力
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
、
良
心
の
最
大
の
掟
で
あ
る
。」、
同
著『
人
間
の
尊
厳
と
国
家
の
権
力
』（
前
掲
）
三
一
九
頁
。
?18
）
良
心
へ
の
道
は
、
人
の
〞
忠
誠
〝
に
対
す
る
自
覚
自
認
に
尽
き
る
。
杜
鋼
建
「
寛
容
的
思
想
与
思
想
的
寛
容
…
…
儒
家
思
想
与
寛
容
主
義
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
教
思
想
与
人
権
憲
政
』（
二
〇
〇
〇
年
、
香
港
・
京
獅
企
画
）
一
一
五
頁
；
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
義
』（
一
九
九
七
年
、
成
文
堂
）
二
三
九
頁
。
自
己
の
良
心
に
忠
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
決
し
て
人
に
対
し
て
も
忠
誠
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
?19
）
〞
放
其
良
心
〝
と
〞
失
其
本
心
〝
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
が
、
孟
子
の?
本
心
論?
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
人
心
す
な
わ
ち
仁
心
を
失
い
、
終
に
良
心
の
道
を
外
す
こ
と
を
「
其
路
を
舎
て
て
由
ら
ず
、
其
心
を
放
ち
て
求
む
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
、
哀
し
い
か
な
」
と
述
べ
て
い
る
。
（『
孟
子
』
告
子
章
句
上
）；
杜
鋼
建
「
重
構
良
心
意
識
与
保
障
良
心
自
由
…
…
良
心
自
由
的
新
仁
学
思
考
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
学
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
三
七
頁
参
照
。
?20
）
こ
れ
は
儒
学
抵
抗
主
義
の
要
で
あ
る
。〞
不
義
〝
は
す
な
わ
ち
「
義
を
見
て
為
さ
ざ
る
は
、
勇
な
き
な
り
」〞
義
見
不
為
、
無
勇
也
〝（『
論
語
』
為
政
第
二
の
二
四
）
を
意
味
す
る
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
不
義
に
抵
抗
す
る
良
心
こ
そ
、『
論
語
』
義
道
の
核
心
で
あ
る
。
杜
鋼
建
「『
論
語
』
四
道
与
新
仁
学
四
主
義
」
載
於
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
一
頁
以
下
；
拙
訳
編
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
二
七
頁
以
下
。
?21
）
日
本
憲
法
第
一
九
条
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
広
く
裁
判
官
に
は
人
間
と
し
て
の
「
思
想
の
自
由
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
裁
判
官
と
し
て
も
つ
べ
?
）
一
二
一
二
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
き
良
心
」は
、
主
観
的
良
心
と
は
異
な
る
客
観
的
価
値
観
と
そ
れ
に
基
づ
く
判
断
が
求
め
ら
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
客
観
的
良
心
」に
と
っ
て「
学
ん
で
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
（
く
ら
）
し
、
思
う
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
（
あ
や
）
う
し
」〞
学
而
不
思
則
、
思
而
不
学
則
殆
。〝（『
論
語
』
為
政
第
二
、
一
五
）、
は
不
可
欠
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
「
良
心
の
道
は
〞
学
〝
と
〞
思
〝
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
良
心
は
〞
学
〝
と
〞
思
〝
を
通
じ
て
発
現
し
、
会
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
同
「
寛
容
的
思
想
与
思
想
的
寛
容
…
…
儒
家
思
想
与
寛
容
主
義
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
二
〇
頁
；
拙
訳
編
『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
四
一
頁
。
な
お
、
裁
判
官
の
「
主
観
的
良
心
」
と
「
客
観
的
良
心
」
に
つ
い
て
、
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
著
『
道
徳
的
・
法
的
責
任
の
三
つ
の
条
件
』（
二
〇
〇
五
年
、
成
文
堂
）
一
四
二
頁
以
下
に
詳
し
い
。
一
．
規
制
人
の
良
心
○
〞
人
之
所
不
学
而
能
者
、
其
良
能
也
、
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。〝（
孟
子
）
○
〞
学
而
不
思
則
、
思
而
不
学
則
殆
。〝（
孔
子
）
○
〞
知
忠
必
知
中
、
知
中
必
知
恕
、
知
恕
必
知
外
、
知
外
必
知
徳
、
知
徳
必
知
政
、
知
政
必
知
官
、
知
官
必
知
事
、
知
事
必
知
患
、
知
患
必
知
備
。〝（
孔
子
）
「
学
ん
で
人
に
成
る
」〞
学
以
成
人
〝
と
は
、
儒
学
の
も
つ
理
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
先
天
的
に
人
が
も
っ
て
い
る
〞
知
端
〝
か
ら
す
れ
ば
、〞
学
以
成
人
〝は
学
問
の
道
で
あ
り
、
は
良
心
の
道
で
あ
る
。
お
よ
そ
人
は
、
自
然
人
、
規
制
人
、
そ
し
て
仁
人
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
〞
規
制
人
〝
こ
そ
、
自
然
人
と
し
て
の
本
性
を
回
復
さ
せ
つ
つ
、
後
天
的
な
不
利
な
環
境
を
改
善
し
、
不
当
な
規
制
を
除
去
し
、
仁
人
へ
と
成
長
し
、
発
展
す
る
者
で
あ
る
。
現
下
の
中
国
に
は
、
憲
法
の
「
四
つ
の
基
本
原
則
」、「
労
働
教
養
制
度
」
等
々
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
一
三
一
三
の
多
種
多
様
な
法
規
制
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
励
み
、
仁
人
を
志
向
す
る
者
の
一
人
に
裁
判
官
が
当
て
ら
れ
よ
う
。
規
制
人
と
し
て
の
裁
判
官
は
、
法
律
共
同
体
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
自
ら
規
制
環
境
の
改
善
に
努
め
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
者
の
一
人
で
あ
る
。
孟
子
は
「
人
の
学
ば
ず
し
て
能
く
す
る
所
の
者
は
、
其
良
能
な
り
。
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
、
其
の
良
知
な
り
」〞
人
之
所
不
学
而
能
者
、
其
良
能
也
、
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
?１
）
知
也
。〝
と
い
う
。
ま
さ
に
〞
学
以
成
人
〝
は
、
良
能
で
あ
れ
良
知
で
あ
れ
、
仁
人
を
志
す
良
心
を
求
め
る
道
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
学
ん
で
仁
人
に
成
る
」
は
、「
良
心
に
支
配
さ
れ
る
人
に
成
る
」
〞
所
謂
成
為
仁
人
、
是
指
成
為
受
良
心
支
配
的
人
。〝
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
論
文
「
良
心
意
識
の
新
た
な
構
造
と
良
心
的
自
由
の
保
障
」（
一
九
九
五
年
）
を
著
し
て
、〞
学
〝
と
〞
思
〝
を
礎
に
し
た
良
心
へ
の
道
を
説
い
て
?２
）
い
る
。
い
わ
く
、
伝
統
的
な
仁
学
原
理
に
基
づ
い
て
、
人
を
〞
自
然
人
〝
と
〞
仁
人
〝
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
い
わ
ゆ
る
自
然
人
と
は
、
後
天
的
な
環
境
が
も
っ
て
い
る
良
く
な
い
影
響
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
要
因
を
取
り
除
い
た
、
自
然
の
本
性
に
合
致
す
る
人
を
指
し
て
い
る
。
一
方
、
い
わ
ゆ
る
仁
人
と
は
、
後
天
的
な
環
境
が
も
っ
て
い
る
良
く
な
い
影
響
を
不
断
に
克
服
す
る
過
程
で
、
し
だ
い
に
自
然
の
本
性
を
回
復
す
る
者
を
指
し
て
い
る
。
自
然
人
と
仁
人
は
、
本
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
自
然
人
は
、
後
天
的
な
環
境
に
屈
伏
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
っ
た
く
自
然
の
本
性
を
も
っ
て
い
る
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
仁
人
は
、
後
天
的
な
環
境
の
悪
い
影
響
を
克
服
し
て
、
自
然
の
本
性
を
回
復
す
る
者
で
あ
る
。
自
然
人
は
生
来
、
必
ず
後
天
的
な
環
境
の
悪
い
影
響
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
然
人
が
不
利
な
要
因
の
影
響
を
不
断
に
克
服
し
て
、
自
然
の
本
性
を
保
ち
、
ま
た
回
復
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
個
々
の
自
然
が
も
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
。
自
然
人
は
仁
人
の
目
標
で
あ
り
、
仁
人
は
ま
た
自
然
人
が
め
ざ
す
発
展
の
方
向
で
も
あ
る
。
良
心
的
な
人
の
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
然
人
と
仁
人
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
人
文
的
な
性
質
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
自
然
人
と
仁
人
に
は
区
別
が
み
ら
れ
る
。
自
然
人
は
、
人
文
的
な
要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
者
で
あ
る
が
、
仁
人
は
人
文
的
な
教
育
を
経
た
者
で
あ
る
。
文
化
的
な
手
が
加
え
ら
れ
た
か
否
か
は
、
自
然
人
と
仁
人
を
区
別
す
る
根
本
的
な
標
識
で
あ
る
。
概
し
て
、
仁
人
は
文
化
人
や
文
明
人
で
?
）
一
四
一
四
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
仁
人
と
は
、
文
化
的
な
薫
陶
を
受
け
、
文
明
に
よ
る
培
育
を
経
た
自
然
の
本
性
に
合
致
す
る
者
で
あ
る
と
い
え
?３
）
よ
う
。
そ
れ
で
は
規
制
環
境
の
改
善
を
、
す
な
わ
ち
不
当
な
法
規
制
の
排
除
を
実
際
に
担
う
の
は
誰
か
。
こ
こ
で
杜
鋼
建
教
授
は
、〞
規
制
人
〝
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
、「
自
然
人
と
仁
人
の
間
に
存
在
す
る
の
が
規
制
人
で
あ
る
」と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
規
制
人
と
は
、
人
が
生
れ
て
以
来
、
法
律
共
同
体
の
な
か
で
そ
の
法
律
的
規
制
の
下
に
設
け
ら
れ
る
人
で
あ
る
。
人
は
生
後
、
人
文
社
会
、
法
律
共
同
体
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
国
際
法
や
世
界
法
の
規
制
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
国
家
に
よ
る
諸
規
制
や
地
方
自
治
体
の
諸
条
例
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
国
家
の
法
律
的
規
制
は
、
主
に
立
法
規
制
、
司
法
規
制
、
行
政
規
制
と
し
て
現
れ
て
?４
）
い
る
。
自
然
人
は
生
を
授
け
ら
れ
る
や
否
や
必
ず
規
制
人
と
な
る
。
た
と
え
彼
が
国
籍
の
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
国
際
法
、
世
界
法
の
保
護
と
規
制
を
受
け
る
。
人
に
と
っ
て
後
天
的
な
環
境
の
不
利
な
影
響
と
は
、
主
に
法
律
的
な
規
制
の
不
利
な
影
響
を
指
し
て
い
る
。
法
律
的
な
規
制
の
下
で
規
制
人
は
、
何
ら
か
の
抑
圧
を
受
け
、
人
が
生
来
も
っ
て
い
る
自
然
人
の
本
性
を
屈
伏
さ
せ
ら
れ
る
者
で
あ
る
。
法
律
的
規
制
の
な
か
に
お
い
て
、
人
が
も
つ
自
然
の
本
性
に
反
す
る
規
制
は
、
い
わ
ば
不
当
な
規
制
と
い
え
よ
う
。
従
来
、
法
律
共
同
体
の
規
制
に
は
極
め
て
多
く
の
不
当
な
規
制
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
不
当
な
規
制
を
除
去
し
、
正
当
な
規
制
を
伸
長
さ
せ
る
こ
と
が
、
人
が
規
制
人
か
ら
仁
人
へ
と
成
長
、
発
展
す
る
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
で
?５
）
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
、
規
制
の
改
革
、「
規
制
の
緩
和
」等
を
通
じ
て
、
人
の
良
心
を
発
揮
さ
せ
、
良
心
の
自
由
を
政
体
に
実
現
す
る
こ
と
が
、
新
し
い
憲
政
の
要
で
あ
る
と
み
て
?６
）
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
自
然
人
か
ら
規
制
人
へ
、
さ
ら
に
仁
人
へ
と
至
る
の
は
、
人
の
人
生
が
た
ど
る
べ
き
過
程
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
過
程
の
な
か
で
、
良
心
は
一
貫
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
に
お
か
れ
て
い
る
。
も
し
、
法
律
的
な
規
制
に
お
い
て
、
不
当
な
規
制
が
す
べ
て
の
規
制
の
重
要
な
構
成
部
分
を
占
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
規
制
人
が
良
心
を
発
揮
し
、
そ
れ
を
規
制
環
境
の
改
廃
に
反
映
す
る
の
に
不
利
で
あ
る
。
人
び
と
に
と
っ
て
法
律
的
な
規
制
の
妥
当
性
の
程
度
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
人
が
規
制
人
か
ら
仁
人
へ
と
発
展
す
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
一
五
一
五
る
可
能
性
は
低
く
な
る
と
い
え
よ
う
。
総
体
的
に
み
て
、
法
律
共
同
体
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
員
に
つ
い
て
、
法
律
的
な
規
制
の
妥
当
性
の
程
度
と
、
仁
人
に
な
る
可
能
性
の
程
度
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
実
際
の
規
制
人
に
と
っ
て
、〞
学
習
〝
す
る
こ
と
、〞
智
識
〝
に
励
む
こ
と
は
、
仁
人
へ
の
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
?７
）
い
る
。
法
律
的
な
規
制
の
妥
当
性
は
、
人
の
〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
基
づ
く
判
断
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
、
学
習
と
智
識
は
、
良
心
を
発
現
さ
せ
、
人
道
の
原
則
を
し
っ
か
り
と
維
持
す
る
重
要
な
筋
道
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
孔
子
の「
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
く
、
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
ふ
」〞
学
而
不
思
則
、
思
而
不
学
?８
）
則
殆
。〝
が
よ
く
言
い
尽
く
し
て
い
る
よ
う
に
、
学
ぶ
だ
け
で
考
え
な
け
れ
ば
、
知
識
を
会
得
し
て
も
悟
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
多
く
を
学
ん
だ
と
し
て
も
、
見
聞
を
広
め
記
憶
力
が
優
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
考
え
て
も
学
ば
な
け
れ
ば
知
識
の
根
拠
を
欠
き
、
適
宜
に
会
得
し
た
知
識
を
守
る
こ
と
す
ら
で
き
?９
）
な
い
。
真
実
、
学
思
を
尽
く
し
て
こ
そ
、
そ
の
規
制
に
真
に
妥
当
性
が
あ
る
か
否
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
悪
法
に
よ
る
規
制
、
不
当
な
規
制
を
排
除
す
る
道
を
探
っ
て
い
る
。
そ
の
論
文
「
寛
容
の
思
想
と
思
想
の
寛
容
…
…
儒
学
思
想
と
寛
容
主
義
」（
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
、
さ
ら
に
孔
子
の
「
忠
に
九
知
有
り
」〞
忠
有
九
知
〝
を
加
え
て
、
両
者
に
よ
る
徹
底
し
た
規
制
関
係
の
改
正
と
改
善
を
主
張
し
て
い
る
。
曰
く
、「
忠
を
知
る
は
中
（
中
庸
）
を
知
る
べ
し
、
中
を
知
る
は
恕
を
知
る
べ
し
、
恕
を
知
る
は
外
を
知
る
べ
し
、
外
を
知
る
は
徳
を
知
る
べ
し
、
徳
を
知
る
は
政
を
知
る
べ
し
、
政
を
知
る
は
官
を
知
る
べ
し
、
官
を
知
る
は
事
を
知
る
べ
し
、
事
を
知
る
は
患
を
知
る
べ
し
、
患
を
知
る
は
備
え
を
知
る
べ
し
」と
。
〞
知
忠
必
知
中
、
知
中
必
知
恕
、
知
恕
必
知
外
、
知
外
必
知
徳
、
知
徳
必
知
政
、
知
政
必
知
官
、
知
官
必
知
事
、
知
事
必
知
患
、
知
患
必
?10
）
知
備
。〝
は
た
し
て
、
孔
子
の
掲
げ
る
「
九
知
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
す
な
わ
ち
、
内
に
お
い
て
思
い
、
心
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
中
を
知
り
、
中
は
実
に
応
ず
る
こ
と
を
以
て
恕
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
内
の
恕
と
外
の
度
量
で
外
を
知
り
、
内
外
の
意
見
を
傾
聴
す
れ
ば
徳
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
徳
は
柔
政
を
以
て
す
れ
ば
政
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
正
義
を
も
っ
て
方
向
を
弁
別
す
れ
ば
官
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
?
）
一
六
一
六
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
官
は
物
を
治
め
る
こ
と
を
以
て
事
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
事
に
戒
め
恐
れ
な
け
れ
ば
備
え
を
知
る
。
学
習
に
努
め
、
九
知
に
達
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
、
良
心
や
人
道
に
忠
誠
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
九
知
は
、
良
心
か
ら
発
し
て
、
内
か
ら
外
へ
至
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
徳
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
徳
を
知
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
政
事
を
よ
く
治
め
、
備
え
が
あ
り
、
不
安
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
心
を
尽
く
し
て
実
に
応
じ
、
容
恕
と
度
量
を
も
っ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
、
徳
政
を
実
現
す
る
前
提
で
あ
る
。
九
知
で
は
、
い
ず
れ
も
〞
学
〝
と
〞
思
〝
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
学
ば
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
考
え
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
考
え
な
け
れ
ば
心
を
尽
く
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
良
心
を
尽
く
し
、
良
知
に
い
た
る
鍵
は
、
ま
こ
と
に
〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。〞
学
〝
と
〞
思
〝
を
通
じ
て
良
心
を
会
得
し
、
そ
の
良
心
を
こ
と
ご
と
く
尽
く
し
て
こ
そ
、
良
心
の
政
務
面
に
お
け
る
積
極
的
な
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
徳
政
は
必
然
的
に
良
心
に
も
と
づ
く
寛
恕
の
政
治
で
あ
る
。
寛
恕
の
政
治
と
は
、
悪
法
に
よ
る
規
制
が
除
か
れ
、
不
当
な
規
制
が
改
善
さ
れ
る
〞
政
道
〝
に
則
っ
た
政
治
に
ほ
か
な
ら
?11
）
な
い
。
以
上
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
良
心
を
発
揮
し
て
仁
人
に
な
る
に
は
、
必
ず
や
悪
法
を
廃
除
し
、
不
当
な
規
制
を
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
規
制
環
境
の
改
善
は
、
仁
人
に
な
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
。
規
制
環
境
を
改
善
す
る
に
は
、〞
学
〝
と
〞
思
〝
を
絶
え
ず
向
上
さ
せ
、〞
九
知
〝に
徹
し
て
こ
そ
、
し
だ
い
に
法
律
的
規
制
の
不
当
な
箇
所
を
発
見
し
、
そ
れ
を
改
正
し
て
、
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
び
と
に
学
思
と
九
知
を
保
障
し
、
す
べ
て
の
規
制
人
を
仁
人
へ
導
く
こ
と
が
、
仁
学
の
根
本
的
な
任
務
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
時
と
場
所
を
越
え
、
法
律
共
同
体
の
規
制
環
境
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
規
制
人
は
「
学
ん
で
人
と
成
る
」
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
法
律
共
同
体
が
も
つ
規
制
環
境
の
改
善
を
目
指
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
促
進
さ
せ
る
生
来
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
。〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
人
権
と
し
て
の
良
心
の
?12
）
自
由
」
は
、
ま
さ
に
世
界
的
な
普
遍
性
が
あ
り
、
い
か
な
る
法
律
共
同
体
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
規
制
権
力
よ
り
も
優
先
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
人
権
は
国
権
よ
り
高
く
、
人
道
は
国
法
よ
り
尊
い
」〞
人
権
高
於
国
権
利
、
人
道
高
於
国
法
〝と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
仁
学
が
堅
持
す
る
一
つ
の
基
本
原
則
、
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
一
七
一
七
す
な
わ
ち
仁
学
人
権
論
の
原
則
で
?13
）
あ
る
。
註
?１
）
『
孟
子
・
尽
心
上
』、
載
於
杜
鋼
建
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
三
八
頁
、
再
引
用
。
?２
）
杜
鋼
建
「
重
構
良
心
意
識
与
保
障
良
心
自
由
…
…
良
心
自
由
的
新
仁
学
思
考
」（
一
九
五
五
年
）、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
三
六
頁
以
下
。
こ
の
論
文
の
拙
訳
が
「
現
代
ア
ジ
ア
の
法
思
想
」（
一
五
）
と
し
て
、『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
三
巻
第
二
号
（
一
九
九
七
年
）
二
七
三
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
?３
）
良
心
の
自
由
な
ど
の
基
本
的
人
権
は
、
ま
ず
自
然
人
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
自
由
な
権
利
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
れ
は
一
人
ひ
と
り
が
仁
人
に
な
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
自
由
権
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。
い
わ
ゆ
る
仁
人
に
な
る
と
は
、
良
心
に
支
配
さ
れ
る
人
に
な
る
こ
と
を
指
す
。
自
然
人
は
生
来
、
社
会
の
な
か
で
は
自
然
の
本
性
を
ま
っ
た
く
変
え
ぬ
ま
ま
保
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
の
も
つ
自
然
の
本
性
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
い
ず
れ
も
社
会
で
抑
圧
を
受
け
、
屈
伏
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
条
件
は
歴
史
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
人
は
生
ま
れ
た
後
、
社
会
環
境
の
不
利
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
人
が
後
天
的
な
不
利
な
要
因
の
影
響
を
い
か
に
克
服
し
て
、
人
文
社
会
に
お
い
て
良
心
の
主
導
の
自
然
の
本
性
を
保
ち
、
そ
れ
を
回
復
す
る
か
は
、
仁
学
が
研
究
し
よ
う
と
す
る
問
題
で
あ
る
、
と
。
杜
鋼
建
著『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
四
〇
頁
。
?４
）
司
法
、
立
法
、
行
政
に
か
か
わ
る
多
様
な
法
律
的
な
規
制
の
な
か
に
は
、
人
道
に
合
致
す
る
要
因
も
あ
り
、
ま
た
人
道
に
符
合
し
な
い
要
因
も
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
規
制
を
創
設
し
、
こ
れ
を
改
善
し
て
人
を
自
然
の
本
性
に
合
致
し
た
仁
人
に
す
る
の
か
、
ま
さ
に
新
仁
学
が
注
目
す
る
重
大
な
課
題
で
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
、
現
下
の
不
当
な
規
制
に
は
、
行
政
権
を
以
て
司
法
権
を
侵
犯
し
て
い
る
「
労
働
教
養
制
度
」
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
司
法
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
人
身
の
自
由
を
剥
奪
す
る
制
度
は
人
道
に
合
致
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
改
廃
す
る
べ
き
こ
と
は
規
制
人
の
任
務
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
杜
鋼
建
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
四
一
頁
；
こ
の
点
に
つ
い
て
、
不
寛
容
な
労
働
教
養
制
度
を
批
判
し
た
小
考
、
鈴
木
敬
夫
「
法
に
お
け
る
不
寛
容
…
…
杜
鋼
建
教
授
の
新
仁
学
人
権
論
」、
載
於
『
日
本
法
学
』
第
六
八
号
第
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。
?５
）
杜
鋼
建
「
重
構
良
心
意
識
与
保
障
良
心
自
由
…
…
良
心
自
由
的
新
仁
学
思
考
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
四
?
）
一
八
一
八
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
一
頁
；
拙
編
訳
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
八
〇
頁
。
?６
）
「〞
規
制
〝
と
は
、
政
府
が
有
し
て
い
る
自
由
を
規
制
す
る
た
め
の
規
制
」
で
あ
っ
て
、「
規
制
を
緩
和
し
な
け
れ
ば
自
由
は
実
現
で
き
な
い
。」
実
に
、
不
当
な
規
制
を
排
除
し
、
新
し
い
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
規
制
は
改
廃
し
な
け
れ
ば
新
た
な
憲
政
は
あ
り
得
な
い
。
杜
鋼
建
「
政
治
体
制
改
革
的
切
入
点
」、
載
於
『
決
策
咨
詢
』
二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
、
一
二
頁
〜
一
三
頁
。
こ
の
点
を
扱
っ
た
論
文
、
鈴
木
敬
夫
「
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
…
…
杜
鋼
建
教
授
の
新
仁
学
〞
政
道
〝
論
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
二
一
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
四
頁
。
?７
）
杜
鋼
建
「
重
構
良
心
意
識
与
保
障
良
心
自
由
…
…
良
心
自
由
的
新
仁
学
思
考
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
四
一
頁
；
拙
編
訳
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
八
一
頁
。
?８
）
『
論
語
』
金
谷
治
訳
註
（
前
掲
）
巻
第
一
、
為
政
第
二
の
一
五
。
?９
）
杜
鋼
建
「
寛
容
的
思
想
与
思
想
的
寛
容
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
一
六
頁
；
拙
編
訳
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
四
一
頁
。
?10
）
杜
鋼
建
「
寛
容
的
思
想
与
思
想
的
寛
容
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
一
九
頁
、
再
引
用
。
?11
）
不
法
な
規
制
が
蔓
延
し
て
い
る
法
制
は
、
寛
恕
不
在
の
〞
政
道
〝
に
外
れ
た
法
制
で
あ
る
。
杜
鋼
建
「
寛
容
的
思
想
与
思
想
的
寛
容
…
…
儒
家
思
想
与
寛
容
主
義
」、
載
於
『
新
仁
学
』（
前
掲
）
一
四
六
頁
〜
一
四
七
頁
；
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。「
執
政
は
徳
を
以
て
為
す
」〞
為
政
以
徳
〝
と
。
こ
の
政
道
は
仁
道
を
目
途
と
す
る
。
同
「『
論
語
』
四
道
与
新
仁
学
四
主
義
」（
一
九
九
三
年
）、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
八
頁
；
拙
編
訳
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
三
二
頁
。
し
た
が
っ
て
、
不
当
な
規
制
を
行
う
政
治
か
否
か
、
つ
ま
り
寛
恕
な
政
治
と
暴
虐
な
政
治
を
区
別
す
る
標
準
は
、
異
な
っ
た
政
治
的
見
解
と
異
な
っ
た
意
見
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
か
否
か
を
見
る
こ
と
に
あ
る
。
人
び
と
の
良
心
の
自
由
を
受
容
す
る
と
い
う
基
礎
に
立
っ
て
こ
そ
、
仁
政
徳
治
と
憲
政
法
治
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
な
っ
た
主
義
主
張
、
異
議
を
唱
え
る
者
に
対
し
て
寛
容
な
徳
政
は
、
為
政
者
が
〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
徹
底
し
て
こ
そ
実
現
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
?12
）
鈴
木
敬
夫
「
人
権
と
し
て
の
良
心
の
自
由
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
一
巻
第
一
号
（
一
九
九
四
年
）
四
三
頁
以
下
。
こ
の
拙
論
で
は
主
と
し
て
、
不
当
な
規
制
に
対
す
る
「
良
心
的
拒
絶
」
の
意
義
を
取
り
あ
っ
か
っ
た
。
?13
）
杜
鋼
建
「
尽
性
順
欲
与
礼
節
権
度
…
…
関
於
儒
家
天
理
人
欲
観
之
新
仁
学
思
考
」、
載
於
『
中
国
研
究
』
一
九
九
六
年
一
〇
月
号
、
四
六
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
人
権
」
の
法
哲
学
意
義
に
つ
い
て
は
、
杜
鋼
建
「
関
於
人
権
主
義
若
干
問
題
的
思
考
」、
載
於
『
藍
州
学
刊
』
一
九
九
二
年
第
五
期
五
頁
以
下
；
同
「
法
哲
学
与
人
権
法
」、
載
於
『
天
津
社
会
科
学
』
一
九
九
四
年
第
期
六
一
頁
以
下
。
こ
の
二
論
文
の
拙
訳
が
『
中
国
の
人
権
と
相
対
主
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
一
九
一
九
義
』（
前
掲
）、
前
者
が
一
四
四
頁
以
下
、
後
者
が
一
六
〇
頁
以
下
に
あ
る
。
二
．
良
心
の
自
由
と
人
格
の
尊
厳
○
〞
其
所
以
放
其
良
心
者
、
亦
猶
斧
斤
之
於
木
也
〝（
孟
子
）
○
〞
從
心
所
欲
、
不
矩
〝、〞
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
〝（
孔
子
）
○
〞
始
作
者
、
其
無
後
乎
〝（
孔
子
）
生
来
の
自
然
人
が
後
天
的
な
社
会
に
お
い
て
多
種
多
様
な
規
制
を
受
け
、
被
規
制
人
と
し
て
〞
学
〝
と
〞
思
〝
に
励
み
な
が
ら
、
そ
う
し
た
規
制
環
境
の
改
善
に
つ
と
め
、
そ
の
悪
い
環
境
を
克
服
す
る
過
程
に
お
い
て
、
自
然
人
本
来
の
本
性
を
回
復
し
、
仁
人
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
規
制
人
が
不
当
な
規
制
環
境
を
改
廃
す
る
に
は
、
自
己
を
改
め
る
、
つ
ま
り
〞
其
の
良
心
を
解
き
放
つ
〝
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
の
自
然
的
な
属
性
と
社
会
的
な
属
性
と
い
う
二
つ
の
面
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
規
制
人
の
自
然
の
本
性
に
基
づ
く
良
心
の
解
放
は
、
究
極
的
に
は
仁
人
の
良
心
へ
、
人
び
と
の
人
格
の
尊
厳
を
い
か
に
守
護
す
る
か
に
帰
結
す
る
。
自
由
な
る
良
心
の
発
露
は
、「
心
の
欲
す
る
所
に
随
う
、
矩
を
越
ゆ
る
こ
と
な
し
」へ
至
る
道
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
よ
り
儒
学
に
お
い
て
は
良
心
と
人
格
の
観
念
が
提
起
さ
れ
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
理
性
に
も
と
づ
く
良
心
が
あ
り
、
人
格
の
尊
厳
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
儒
学
思
想
と
現
代
の
国
際
人
権
思
想
が
そ
の
根
本
的
に
お
い
て
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
証
明
し
て
?１
）
い
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
、
そ
の
論
文
「
中
国
古
代
儒
学
に
お
け
る
人
権
思
想
」（
一
九
九
三
年
）
で
、「
良
心
の
自
由
」
と
「
人
格
の
尊
厳
」
の
?
）
二
〇
二
〇
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
仁
学
的
意
味
を
展
開
し
て
?２
）
い
る
。
ま
ず
、
儒
学
は
人
の
良
心
と
仁
性
を
肯
定
し
て
い
る
と
い
う
。〞
仁
者
人
也
〝「
仁
者
は
人
な
り
」（『
中
庸
』）は
、
儒
学
の
人
間
と
そ
の
人
性
に
対
す
る
基
本
的
な
認
識
で
あ
る
。
孔
子
は
「
人
に
し
て
仁
あ
ら
ず
ん
ば
、
礼
を
如
何
に
せ
む
、
人
に
し
て
仁
あ
ら
ず
ん
ば
、
楽
を
如
何
に
せ
む
。」〞
人
而
不
仁
、
如
禮
何
？
人
而
不
仁
、
如
楽
?３
）
何
？
〝
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
的
な
思
想
は
、
仁
性
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
。
人
は
仁
の
属
性
を
備
え
て
い
る
の
で
、
礼
と
楽
の
調
整
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
孔
子
に
「
仁
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
問
う
と
、
孔
子
は
〞
愛
人
〝「
人
を
愛
せ
よ
」
と
答
え
て
?４
）
い
る
。
孔
子
の
仁
性
に
関
す
る
人
道
主
義
理
論
の
基
礎
に
立
っ
て
、
孟
子
は
さ
ら
に
良
心
論
を
提
起
し
て
い
る
。
儒
学
に
お
い
て
、
孟
子
は
も
っ
と
も
早
く
良
心
の
観
念
を
提
起
し
た
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
孟
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。「
其
の
良
心
を
放
つ
所
以
の
者
は
、
亦
斧
斤
の
木
に
於
け
る
が
如
き
な
り
」、〞
其
所
以
放
其
良
心
者
、
亦
猶
斧
斤
之
於
木
也
。
?５
）
〝
と
。
ま
さ
に
、
孟
子
の
い
う
良
心
と
は
、
人
に
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
固
有
の
善
良
な
心
性
、
す
な
わ
ち
「
仁
心
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
い
わ
ば
仁
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
良
心
の
表
現
は
、〞
惻
隠
之
心
〝「
惻
隠
の
心
」、〞
不
忍
人
之
心
〝「
人
の
忍
び
ざ
る
の
心
」で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
孟
子
は
、
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
良
心
を
、
人
び
と
の
基
本
的
な
象
徴
と
み
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
惻
隠
の
心
無
き
は
、
人
に
非
ざ
る
な
り
。
人
の
羞
悪
の
心
無
き
は
、
人
に
非
ざ
る
な
り
。
辞
譲
の
心
無
き
は
、
人
に
非
ざ
る
な
り
。
是
非
の
心
無
き
は
、
人
に
非
ざ
る
な
り
。」〞
無
惻
隠
之
心
、
非
人
也
；
無
羞
悪
之
心
、
非
人
也
；
無
辞
譲
之
心
、
非
人
也
；
無
是
非
之
心
、
非
?６
）
人
也
。〝
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
こ
の
〞
四
端
〝（
仁
、
義
、
礼
、
智
）
の
な
か
で
、「
惻
隠
の
心
」
が
も
っ
と
も
大
切
な
位
置
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
〞
四
端
〝
は
、
い
ず
れ
も
良
心
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
儒
学
は
、
こ
う
し
た
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
固
有
な
良
心
や
仁
心
を
、
人
が
人
と
し
て
尊
ば
れ
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
基
礎
で
あ
る
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
杜
鋼
建
教
授
は
、
儒
学
に
お
け
る
人
の
欲
性
と
悪
性
を
肯
定
し
て
い
わ
く
、「
人
に
は
良
心
や
仁
性
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
第
二
次
的
な
属
性
が
あ
る
。
人
性
に
は
必
ず
欲
求
が
あ
り
、
憎
し
み
も
あ
る
。
儒
学
は
、
利
を
欲
し
悪
を
憎
し
み
、
あ
る
い
は
利
に
赴
き
悪
を
避
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
二
一
二
一
け
る
属
性
は
、
道
徳
上
は
中
性
で
あ
る
。
そ
し
て
人
の
欲
性
と
悪
性
は
、
究
極
的
に
は
、
人
の
仁
性
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
に
対
応
さ
せ
て
孔
子
の
教
え
を
引
き
、「
富
み
と
貴
き
は
、
こ
れ
人
の
欲
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
そ
の
道
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
得
る
も
處
ら
ざ
る
な
り
。
貧
き
と
賤
き
は
、
こ
れ
人
の
憎
む
と
こ
ろ
な
り
。
そ
の
道
を
以
て
さ
ぜ
れ
ば
、
こ
れ
を
得
る
も
去
ら
ざ
る
な
り
」〞
富
與
貴
、
是
人
之
所
欲
也
；
不
以
其
道
得
之
、
不
処
也
。
貧
與
賤
、
是
人
之
所
悪
也
、
不
以
其
道
不
去
之
。〝
を
掲
げ
て
?７
）
い
る
。
道
を
も
っ
て
人
の
欲
と
悪
を
決
め
る
の
は
仁
の
準
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
利
に
赴
き
、
悪
を
避
け
る
べ
き
こ
と
を
衡
量
す
る
行
為
の
方
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
孔
子
の「
た
だ
仁
者
能
く
人
を
好
み
、
人
を
能
く
憎
む
」〞
唯
仁
者
能
好
人
、
能
悪
人
。〝
が
、
こ
れ
に
当
た
る
と
い
え
?８
）
よ
う
。
人
は
良
心
や
仁
性
を
も
ち
、
ま
た
利
に
赴
き
、
悪
を
避
け
る
属
性
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
後
天
的
な
習
性
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
習
性
の
な
か
に
は
、
良
心
や
仁
性
に
反
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
孔
子
が
い
う
「
性
は
互
い
に
近
似
し
、
習
は
互
い
に
相
遠
退
く
」〞
性
相
近
、
習
相
遠
〝と
は
、
こ
の
道
理
を
指
し
て
い
る
。
杜
鋼
建
教
授
に
と
っ
て
、
孔
子
が
習
を
責
め
性
を
責
め
な
い
の
は
、
人
は
良
心
や
仁
性
を
通
じ
て
、
最
終
的
に
は
後
天
的
に
悪
い
影
響
を
克
服
で
き
る
と
儒
者
が
相
互
に
信
じ
て
い
る
こ
と
の
表
明
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
孔
子
の
後
、
孟
子
は
さ
ら
に
「
其
の
良
心
を
解
き
放
つ
」〞
放
其
良
心
〝、「
お
し
拡
め
之
を
充
（
大
）
に
す
る
」
〞
拡
而
充
之
〝と
い
う
、
良
心
を
発
揮
す
る
仁
性
的
な
実
践
論
を
提
起
し
て
い
る
。
孟
子
に
と
っ
て
、
良
心
、
仁
性
を
お
し
拡
め
大
き
く
発
揮
す
る
重
要
性
と
そ
の
意
義
は
、「
凡
そ
我
に
四
端
の
あ
る
者
は
、
皆
拡
め
て
之
を
充
（
大
）
に
す
る
こ
と
知
ら
ね
ば
、〔
則
ち
〕
火
の
始
め
て
燃
え
、
泉
の
始
め
て
達
す
る
が
若
く
な
ら
ん
。
苟
も
能
く
之
を
充
せ
ば
、
以
て
四
海
を
保
ん
ず
る
に
足
ら
ん
も
、
苟
も
之
を
充
に
せ
ざ
れ
ば
、
以
て
父
母
に
事
う
る
に
足
ら
じ
。」、〞
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
而
充
之
矣
、
若
火
之
始
燃
、
泉
之
始
遠
。
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
、
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
?９
）
父
母
。〝
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
人
間
の
良
心
や
仁
性
は
、
た
だ
内
心
の
奥
深
く
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
お
し
拡
め
大
き
く
発
揮
さ
れ
?
）
二
二
二
二
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
行
為
を
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
の
欲
と
悪
は
導
か
れ
、
後
天
的
な
習
性
は
克
服
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
心
や
仁
性
は
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
良
心
を
解
き
放
ち
、
心
性
を
尽
く
す
過
程
に
お
い
て
こ
そ
、
初
め
て
し
だ
い
に
仁
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
仁
人
へ
の
道
は
、
被
規
制
人
が
自
然
の
本
性
を
失
う
こ
と
な
く
良
心
に
徹
し
て
、「
学
ん
で
人
に
成
る
」
〞
学
以
成
人
〝
へ
の
道
に
ほ
か
な
ら
?10
）
な
い
。
確
か
に
仁
人
へ
の
道
は
、
良
心
や
仁
性
に
対
す
る
強
い
信
頼
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
よ
く
表
れ
て
い
る
の
が
「
心
の
欲
す
る
所
に
随
え
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。
古
く
よ
り
儒
学
は
、
人
の
自
己
の
実
現
と
自
己
の
解
放
を
訴
え
て
い
る
。
人
間
の
解
放
は
、
結
局
、
自
己
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
孔
子
の
説
く〞
從
心
所
欲
、
不
矩
〝「
心
の
欲
す
る
所
に
随
へ
ば
、
矩
を
越
ゆ
る
こ
と
?11
）
な
し
。」
は
、
高
度
の
主
体
意
識
と
行
為
方
式
の
統
一
さ
れ
た
境
地
で
あ
る
。「
心
の
欲
す
る
所
に
随
え
」
は
、
外
在
的
な
強
制
に
よ
っ
て
は
実
現
さ
れ
な
い
。「
心
の
欲
す
る
所
に
随
え
」
は
、
主
体
が
自
覚
意
識
を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
主
観
と
客
観
の
統
一
を
求
め
め
て
い
る
。
こ
の
「
心
の
欲
す
る
所
に
随
え
」
と
い
う
主
張
は
、
人
間
が
あ
げ
て
自
由
発
展
の
理
想
の
世
界
を
追
求
す
る
こ
と
を
よ
く
言
い
尽
く
し
て
い
る
。
儒
学
は
、
ま
た
良
心
を
自
由
に
放
ち
、
心
性
を
尽
く
す
た
め
に
、
人
と
己
に
対
し
て
一
致
し
た
目
標
と
原
則
を
提
起
し
て
い
る
。
孔
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
そ
れ
仁
者
は
、
己
立
た
む
と
欲
し
て
人
を
立
た
し
め
、
己
達
せ
む
と
欲
し
て
人
を
達
せ
し
む
」、〞
夫
仁
者
、
己
欲
立
而
人
、
己
欲
達
而
?12
）
達
人
。〝「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
。」、〞
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
?13
）
〝
と
。
な
ぜ
、
人
と
己
の
相
互
関
係
を
一
致
さ
せ
、
し
っ
か
り
と
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
こ
れ
は
、
人
に
は
み
な
赴
利
避
害
性
（
利
に
赴
き
害
を
避
け
よ
う
と
す
る
属
性
）が
あ
り
、
人
は
己
に
は
、
自
分
に
対
し
て
害
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
己
の
心
を
も
っ
て
人
に
接
し
、
己
か
ら
人
に
及
ぶ
よ
う
に
す
れ
ば
、
己
に
と
っ
て
も
人
に
と
っ
て
も
有
益
で
?14
）
あ
る
。
儒
学
が
提
起
し
た「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」
の
原
則
は
、
全
世
界
の
文
化
に
お
い
て
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
、
近
現
代
に
お
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
二
三
二
三
け
る
国
際
人
権
法
の
生
成
と
発
展
に
重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
杜
鋼
建
は
い
う
。
確
か
に
世
界
は
、
こ
の
「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」
の
原
則
と
そ
の
理
論
を
受
け
入
れ
て
は
い
る
が
、
儒
学
に
お
け
る
良
心
を
自
由
に
解
き
放
ち
、
心
性
を
尽
く
す
こ
と
に
関
す
る
実
践
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、
未
だ
必
ず
し
も
は
っ
き
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
現
代
こ
そ
、
儒
学
の
仁
性
、
欲
性
、
習
性
の
三
者
の
関
係
に
関
す
る
論
理
は
、
も
っ
と
明
ら
か
に
さ
れ
広
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
儒
学
が
提
起
し
て
い
る
良
心
を
自
由
に
解
き
放
ち
、
お
し
拡
め
て
、
心
性
を
尽
く
し
、「
心
の
欲
す
る
所
に
随
え
」
と
い
う
実
践
論
の
主
張
は
、
そ
の
理
性
的
な
良
心
観
を
も
っ
て
、
現
代
の
国
際
的
人
権
論
に
理
論
的
な
基
礎
を
与
え
て
い
る
。
人
間
は
後
天
的
な
環
境
の
影
響
を
受
け
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
そ
の
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
環
境
を
改
め
る
前
提
は
、
ま
ず
人
が
自
己
を
改
め
る
こ
と
に
あ
る
。
人
は
絶
え
ず
良
心
を
自
由
に
解
き
放
ち
、
心
性
を
尽
く
し
、
環
境
を
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
い
環
境
を
克
服
し
、
自
己
を
改
造
す
る
こ
と
を
通
じ
て
世
界
改
造
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
儒
学
の
良
心
や
仁
性
の
実
践
論
が
、
す
ば
ら
し
い
人
権
環
境
を
創
造
す
る
面
に
お
け
る
積
極
的
な
意
義
で
あ
る
?15
）
、
と
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
儒
学
は
、
人
間
の
主
体
性
を
高
く
掲
げ
る
と
同
時
に
、
そ
の
人
格
の
尊
厳
に
対
す
る
保
護
を
と
く
に
強
調
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
人
の
良
心
、
仁
性
の
面
に
お
け
る
平
等
性
、
す
な
わ
ち
人
が
仁
者
に
な
り
得
る
可
能
性
を
肯
定
し
、
他
方
で
は
、
ま
た
人
の
良
心
、
仁
性
の
面
に
お
け
る
主
体
的
な
行
為
の
能
動
性
を
も
肯
定
す
る
。
前
者
は
、
人
格
平
等
の
基
礎
を
確
立
し
、
後
者
は
主
体
の
実
践
と
個
性
の
発
展
に
余
地
を
拓
い
て
?16
）
い
る
。
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
良
心
や
仁
性
は
人
格
の
尊
厳
が
生
ま
れ
る
前
提
で
あ
り
、
か
つ
基
礎
で
あ
る
。
人
格
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
こ
と
、
人
格
が
独
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
儒
学
思
想
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
孔
子
の〞
始
作
者
〝「
始
め
て
を
作
れ
る
者
」（
最
初
に
＝
ひ
と
が
た
を
造
り
出
し
た
人
）に
対
す
る
憤
り
と
非
難
は
、
人
格
の
尊
厳
を
保
護
す
る
面
に
お
い
て
、
儒
学
の
人
道
主
義
精
神
を
も
っ
と
も
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
孔
子
は〞
始
作
者
、
其
無
後
乎
〝「
始
め
て
を
作
れ
る
者
は
、
其
れ
後〔
裔
〕
?
）
二
四
二
四
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
無
か
ら
?17
）
ん
か
」
と
述
べ
て
、
ひ
ど
く
憤
り
、
こ
れ
を
非
難
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
禮
記
・
檀
記
』
に
お
い
て
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
孔
子
曰
く
、
趨
霊
す
る
者
は
善
く
、
を
な
す
も
の
は
仁
無
き
も
の
な
り
、
十
中
八
九
人
に
用
い
る
べ
し
や
」〞
孔
子
謂
為
趨
霊
者
善
、
謂
為
者
不
仁
、
殆
用
於
人
乎
〝
と
。
こ
の
観
点
は
、
孔
子
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
?18
）
あ
る
。
儒
学
は
、
人
格
尊
厳
へ
の
不
可
侵
性
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
人
格
の
概
念
を
拡
大
発
展
さ
せ
、
伸
長
さ
せ
て
、
国
格
と
い
う
概
念
を
提
起
し
、
国
格
侵
犯
を
許
さ
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。
人
格
と
国
格
の
保
護
は
、
儒
学
者
が
一
貫
し
て
遵
奉
す
べ
き
使
命
と
い
え
?19
）
よ
う
。
儒
学
の
良
心
、
仁
性
説
と
現
代
の
国
際
人
権
法
と
関
連
づ
け
て
み
る
と
、
ま
さ
に
両
者
に
人
の
良
心
、
仁
性
に
つ
い
て
の
共
通
し
た
認
識
が
あ
り
、
人
に
と
っ
て
固
有
な
尊
厳
と
人
格
に
対
す
る
共
通
認
識
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
良
心
、
仁
性
と
人
格
尊
厳
は
、
と
も
に
人
権
の
基
礎
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
連
の
『
経
済
的
・
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
』（
一
九
七
九
年
）
で
は
、
「
こ
れ
ら
の
権
利
が
人
間
の
固
有
な
尊
厳
に
由
来
す
る
こ
と
を
認
め
」と
定
め
て
い
る
。
儒
学
に
お
け
る
良
心
の
自
由
と
人
格
尊
厳
の
思
想
は
、
広
く
国
際
的
な
人
権
の
基
礎
理
論
を
固
め
研
究
を
強
化
す
る
う
え
で
、
よ
り
参
考
に
す
べ
き
重
要
な
価
値
と
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
註
?１
）
『
世
界
人
権
宣
言
』（
一
九
四
八
年
）
で
は
、
は
じ
め
に
「
人
類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
と
平
等
で
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
世
界
に
お
け
る
自
由
、
正
義
お
よ
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
」
と
強
調
し
、
そ
の
第
一
条
と
第
六
条
に
は
、
さ
ら
に
人
類
に
は
「
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
」、「
す
べ
て
人
は
、
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
法
の
下
に
お
い
て
、
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
有
す
る
」
と
肯
定
し
て
い
る
。
良
心
・
理
性
・
人
格
と
尊
厳
と
い
う
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
現
代
の
国
家
社
会
が
人
権
問
題
上
で
一
致
し
、
協
力
で
き
る
理
念
的
基
礎
で
あ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
?２
）
杜
鋼
建
「
中
国
古
代
儒
家
的
人
権
思
想
」、
載
於
『
人
権
新
論
』
鄭
杭
生
主
編
（
一
九
九
三
年
、
中
国
青
年
出
版
社
）
第
六
章
、
二
五
〇
頁
〜
二
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
二
五
二
五
七
頁
。
こ
の
論
文
の
拙
訳
は
『
中
国
の
相
対
主
義
と
人
権
』（
前
掲
）
一
九
三
頁
以
下
。
?３
）
『
論
語
』
武
内
義
雄
訳
註
（
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
）
巻
第
二
八
第
三
の
二
、
三
三
頁
。
?４
）
「
仁
」
に
は
、
深
く
広
い
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。〞
汎
愛
衆
而
親
仁
〝「
汎
く
衆
を
愛
し
て
、
仁
に
親
し
む
」
①
と
い
う
が
、
人
を
愛
す
る
と
は
衆
人
を
愛
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
親
友
に
限
る
こ
と
な
く
、〞
四
海
之
内
、
皆
兄
弟
也
〝「
四
海
の
内
、
み
な
兄
弟
た
ら
む
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
②
同
時
に
、
衆
人
を
愛
す
る
精
神
は
、
ま
ず
身
の
ま
わ
り
の
者
を
愛
す
る
精
神
を
育
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。〞
孝
悌
也
者
、
其
仁
之
本
與
〝「
孝
悌
な
る
者
は
、
其
れ
仁
の
本
た
る
か
」
③
と
も
い
わ
れ
る
。
杜
鋼
建
「?
論
語?
四
道
与
新
仁
学
四
主
義
」、
載
於
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
三
頁
〜
四
頁
。；
拙
編
訳
『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
一
七
頁
。
①
『
論
語
』
武
内
義
雄
訳
注
（
前
掲
）
一
九
〜
二
〇
頁
、「
學
而
」
第
一
の
六
；
②
『
論
語
』（
前
掲
）
一
一
九
頁
、「
顔
淵
」
第
十
二
の
五
。；
③
『
論
語
』（
前
掲
）
一
九
頁
、「
學
而
」
第
一
の
二
。
?５
）
『
孟
子
』
下
、
小
林
勝
人
訳
註
（
一
九
七
四
年
、
岩
波
書
店
）
巻
第
十
一
の
八
、
告
子
章
句
上
、
二
四
二
頁
。
?６
）
『
孟
子
』
上
、
小
林
勝
人
訳
註
（
前
掲
）
巻
第
三
の
六
、
公
孫
丑
章
句
上
、
一
三
八
頁
。
?７
）
『
論
語
』（
前
掲
）
巻
第
二
、
里
仁
第
四
の
五
、
四
一
頁
。
?８
）
『
論
語
』（
前
掲
）
巻
第
二
、
里
仁
巻
第
四
の
三
、
四
一
頁
。
?９
）
『
孟
子
』
上
、（
前
掲
）
巻
第
三
の
六
、
公
孫
丑
章
句
上
、
一
三
八
頁
。
?10
）
杜
鋼
建
「
重
構
良
心
意
識
与
保
障
良
心
自
由
…
…
良
心
自
由
的
新
仁
学
思
考
」、
載
於
同
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
四
〇
頁
；
こ
の
拙
訳
が
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
三
巻
二
号
（
一
九
九
七
年
）
二
七
八
頁
。
?11
）
『
論
語
』
金
谷
治
訳
註
（
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
）
巻
第
一
、
為
政
第
二
、
二
八
頁
。
?12
）
『
論
語
』（
前
掲
）
巻
第
三
、
雍
也
第
六
の
三
〇
、
八
八
頁
。
?13
）
『
論
語
』（
前
掲
）
巻
第
六
、
顔
淵
第
十
二
巻
の
二
、
一
五
七
頁
。
?14
）
〞
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
〝は
恕
道
の
観
念
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
恕
を
有
し
て
い
る
人
に
対
す
る
容
認
の
面
に
は
、
人
を
慮
る
推
慮
の
側
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
己
か
ら
人
に
及
ぶ
を
推
す
」〞
推
己
及
人
〝、
つ
ま
り
己
の
こ
と
を
顧
み
て
人
の
こ
と
を
推
し
量
る
こ
と
へ
の
深
化
で
あ
る
。
こ
の
〞
推
〝
は
、「
己
欲
立
而
立
人
、
己
達
せ
む
と
欲
し
て
人
を
建
せ
し
む
」、〞
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
〝（『
論
語
』
巻
三
雍
也
第
六
の
三
〇
、
金
谷
治
註
、
八
八
頁
）
と
す
る
立
場
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
鈴
木
敬
夫
「
価
値
寛
容
主
義
の
仁
学
的
展
開
…
…
杜
鋼
建
の
人
権
思
?
）
二
六
二
六
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
想
」、
載
於
『
人
間
の
尊
厳
と
現
代
法
理
論
』
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
古
希
祝
賀
（
二
〇
〇
〇
年
、
成
文
堂
）
三
六
七
頁
。
?15
）
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。
理
性
的
良
心
論
は
、
現
代
国
際
人
権
法
の
理
論
的
な
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
的
に
み
て
理
性
的
良
心
論
に
関
す
る
理
論
は
、
い
ま
だ
貧
弱
な
も
の
で
あ
り
、
空
洞
化
す
ら
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
面
に
お
い
て
儒
学
の
良
心
論
、
儒
学
の
仁
性
の
実
践
論
は
、
相
当
に
豊
富
な
内
容
と
優
れ
て
緻
密
な
体
系
を
も
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
高
度
の
弾
力
性
を
備
え
て
い
る
。
仁
で
あ
る
か
悪
で
あ
る
か
は
、
い
ず
れ
も
自
ら
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
解
決
の
鍵
は
、
人
間
が
良
心
や
仁
性
を
し
っ
か
り
と
実
践
す
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
同
「
中
国
古
代
儒
家
的
人
権
思
想
」、
載
於
『
人
権
新
論
』（
前
掲
）、
二
五
二
頁
、
二
五
四
頁
；
拙
編
訳
『
中
国
の
相
対
主
義
と
人
権
』（
前
掲
）
一
九
七
頁
。
?16
）
生
を
享
有
し
た
後
に
お
い
て
、
人
が
い
か
に
環
境
や
悪
習
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
人
間
に
固
有
な
良
心
、
仁
性
は
、
ま
っ
た
く
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
人
間
に
固
有
な
人
格
の
尊
厳
は
、
つ
ね
に
法
律
上
の
保
護
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
法
律
は
、
人
の
人
格
権
を
剥
奪
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
罪
悪
の
大
き
な
人
に
対
し
て
も
、
そ
の
人
格
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
杜
鋼
建
「
中
国
古
代
儒
家
的
人
権
思
想
」、
載
於
『
人
権
新
論
』（
前
掲
）
二
五
三
頁
以
下
；
拙
編
訳
『
中
国
の
相
対
主
義
と
人
権
』
（
前
掲
）
一
九
八
頁
。
?17
）
『
孟
子
』
上
、（
前
掲
）
巻
第
一
、
梁
恵
王
章
句
上
、
四
三
頁
。
?18
）
鈴
木
敬
夫
「
中
国
人
権
論
に
お
け
る
新
仁
学
思
考
」、
載
於
『
民
法
学
と
比
較
法
学
の
諸
相
』
?
・
山
畠
正
男
他
古
希
記
念
（
前
掲
）
四
二
八
頁
。
人
格
の
尊
厳
を
主
張
す
る
孔
子
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
く
正
義
論
と
異
な
る
点
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
中
小
奴
隷
主
階
級
の
立
場
で
奴
隷
制
度
を
擁
護
し
、
こ
の
階
級
を
主
体
と
す
る
共
和
政
体
を
構
想
す
る
が
、
孔
子
は
〞
奴
隷
〝
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
。
杜
鋼
建
「
孔
子
亜
里
士
多
徳
法
律
思
想
比
較
研
究
」、
載
於
『
孔
子
法
律
思
想
研
究
論
集
』
喬
偉
他
主
編
（
一
九
八
六
年
、
山
東
人
民
出
版
社
）
三
二
四
頁
以
下
参
照
。
?19
）
国
家
を
人
格
化
し
た
の
は
、
儒
学
の
世
界
文
化
史
に
お
け
る
最
初
の
快
挙
で
は
あ
る
ま
い
か
。
儒
学
が
展
開
す
る
人
格
か
ら
国
格
ま
で
の
議
論
は
、
ま
さ
に
現
代
の
我
わ
れ
が
い
う
個
人
の
人
権
か
ら
団
体
の
人
権
を
主
張
す
る
考
え
方
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
杜
鋼
建
「
中
国
古
代
儒
家
的
人
権
思
想
」、
載
於
『
人
権
新
論
』（
前
掲
）
二
五
四
頁
；
拙
編
訳
『
中
国
の
相
対
主
義
と
人
権
』（
前
掲
）
一
九
八
頁
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
二
七
二
七
三．
不
義
と
良
心
的
抵
抗
○
〞
不
教
民
而
用
之
、
謂
之
民
。
民
者
、
不
容
於
堯
舜
之
世
。〝（
孟
子
）
○
〞
今
之
所
謂
良
民
臣
、
古
之
所
謂
民
賊
也
。
君
不
郷
道
、
不
志
於
仁
、
而
求
富
之
、
是
富
桀
也
。
…
…
而
求
為
之
強
戦
、
是
輔
桀
也
。〝
（
孟
子
）
○
〞
賊
仁
者
謂
之
賊
、
賊
義
者
謂
之
残
。
残
賊
之
人
謂
之
一
夫
。
聞
誅
一
夫
矣
、
未
聞
弑
君
也
。〝（
孟
子
）
規
制
人
は
後
天
的
な
規
制
環
境
の
改
善
に
努
め
、
不
法
な
法
制
の
改
廃
を
生
涯
の
課
題
と
す
る
。
人
び
と
に
と
っ
て
、
国
家
に
よ
る
不
法
な
法
制
は
、
為
政
者
の
立
場
を
強
要
す
る
不
寛
容
な
法
制
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
上
に
位
し
て
寛
な
ら
ず
」〞
居
上
不
寛
〝
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
和
し
て
同
じ
く
せ
ず
」〞
和
而
不
同
〝
と
す
る
仁
道
か
ら
み
て
、
そ
れ
は
「
同
化
」
法
制
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
ま
さ
に
不
寛
容
な
規
制
は「
不
義
」そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
孔
子
が「
義
を
見
て
為
さ
ざ
る
は
勇
無
き
な
り
」〞
義
見
不
為
、
無
?１
）
勇
也
。〝
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
に
為
政
者
へ
の
抵
抗
が
起
き
る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。〞
抵
抗
不
義
〝は
、
規
制
人
の
良
心
の
発
露
と
い
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
人
び
と
が
為
政
者
に
権
力
を
握
ら
せ
て
い
る
目
的
は
、
為
政
者
が
民
衆
に
奉
仕
し
、
民
衆
の
た
め
に
政
治
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る「
之
を
し
て
事
を
主
ら
し
め
て
事
治
ま
り
、
百
姓
之
に
安
ん
ず
。
是
れ
民
之
を
受
く
る
な
り
」〞
使
之
主
事
、
而
事
治
、
百
姓
安
之
、
是
民
受
?２
）
之
也
。〝と
は
、
人
民
授
権
説
の
思
想
を
指
し
て
い
る
。
も
し
、
為
政
者
が
人
民
か
ら
授
権
さ
れ
た
趣
旨
に
反
し
て
「
民
を
害
な
う
」〞
民
〝、「
民
を
否
定
す
る
」〞
民
〝、「
民
を
虐
待
す
る
」〞
虐
民
〝
な
ど
を
行
い
、〞
民
賊
〝、〞
暴
君
〝、〞
一
夫
〝、
〞
独
夫
〝と
な
れ
ば
、
人
び
と
は
自
ら
の
権
利
を
守
る
た
め
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
不
義
に
対
し
て
反
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
?
）
二
八
二
八
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
杜
鋼
建
教
授
の
仁
学
抵
抗
権
論
は
、
こ
れ
ま
で
「『
論
語
』
の
道
義
と
抵
抗
権
」、「
儒
学
に
お
け
る
抵
抗
思
想
?３
）
」
等
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
つ
ぎ
の
一
節
は
、
杜
鋼
建
教
授
が
孔
子
と
孟
子
の
不
義
に
対
す
る
対
応
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
孔
子
は
い
う
。「
あ
あ
、
上
は
失
し
な
が
ら
下
を
殺
す
は
、
そ
れ
可
な
ら
ん
ぞ
や
。
其
の
民
を
教
え
ず
し
て
其
の
獄
を
聴
〔
決
〕
す
る
は
不
辜
を
殺
す
な
り
。
三
軍
大
い
に
敗
す
る
も
斬
る
べ
か
ら
ず
、
獄
治
ま
ら
ざ
る
も
刑
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
罪
の
民
に
在
ら
ざ
る
の
故
な
り
。
今
、
令
を
に
し
て
誅
に
謹
し
む
は
、
賊
な
り
。
生
ず
る
に
時
あ
る
に
劍
む
る
に
時
な
き
は
、
暴
な
り
。
教
え
ず
し
て
成
功
を
責
む
る
は
、
虐
な
り
」〞
鳴
呼
、
上
失
之
、
下
殺
之
、
其
可
乎
。
不
教
其
民
而
其
獄
、
殺
不
辜
也
；
三
軍
大
敗
、
不
可
斬
也
；
獄
不
治
、
不
可
刑
也
；
罪
不
在
民
故
也
。
令
謹
誅
、
賊
也
；
今
生
也
有
時
、
斂
也
無
時
、
暴
也
；
不
教
而
責
成
功
、
?４
）
虐
也
。〝
と
。
暴
政
に
よ
る
抑
圧
の
下
で
、
君
令
に
反
抗
す
る
の
は
〞
罪
不
在
民
〝「
罪
の
民
に
在
ら
ざ
る
」
と
い
う
、
孔
子
の
虐
政
拒
絶
の
主
張
で
あ
る
。
孔
子
の
暴
政
や
暴
君
に
対
す
る
批
判
お
よ
び
そ
の
「
罪
の
民
に
在
ざ
る
」
と
い
う
抵
抗
思
想
は
、
孟
子
に
よ
っ
て
理
論
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
孟
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
民
を
教
え
ず
し
て
用
い
る
は
、
こ
れ
を
（
禍
）
す
と
謂
う
、
民
を
す
る
者
は
、
堯
舜
の
世
に
容
れ
ら
れ
ず
」〞
不
教
民
而
用
之
、
謂
之
民
。
民
者
、
不
容
於
堯
舜
?５
）
之
世
。〝
と
。
こ
れ
と
孔
子
を
比
べ
て
み
る
と
、
孔
子
の
訴
え
が
暴
政
に
反
抗
す
る
こ
と
に
対
す
る
無
罪
論
の
主
張
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
孟
子
は
さ
ら
に
暴
政
に
反
抗
す
る
権
利
論
を
提
起
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
孟
子
は
「
夫
の
民
は
今
而
後
（
乃
）
ち
之
に
反
（
報
）
ゆ
る
を
得
た
る
な
り
」〞
夫
民
今
而
后
得
反
?６
）
之
也
。〝
と
す
る
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
〞
得
〝「
得
た
る
」
と
は
、
孟
子
の
暴
政
に
対
す
る
反
抗
が
人
民
の
合
法
的
な
権
利
で
あ
る
と
い
う
観
方
を
よ
く
言
い
表
し
て
い
る
。
さ
て
、
杜
鋼
建
教
授
の
説
く
儒
学
抵
抗
権
論
は
、
抵
抗
権
の
形
式
と
内
容
か
ら
み
て
、
主
と
し
て
、
つ
ぎ
の
四
つ
の
類
型
と
段
階
が
あ
る
。ま
ず
、
暴
政
や
暴
君
の
た
め
に
仕
え
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
今
の
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
二
九
二
九
所
謂
良
臣
は
、
古
の
所
謂
民
の
賊
な
り
。
君
道
に
郷
（
嚮
）
わ
ず
、
仁
に
志
さ
ざ
る
に
、
之
を
富
ま
さ
ん
こ
と
を
求
む
る
は
、
富
ま
し
む
る
な
り
。
…
…
之
が
為
に
強
戦
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
は
、
是
れ
桀
を
輔
く
る
な
り
」〞
今
之
所
謂
良
民
臣
、
古
之
所
謂
民
賊
也
。
君
不
郷
道
、
不
志
於
仁
、
而
求
富
之
、
是
富
桀
也
。
…
…
而
求
為
之
強
戦
、
是
輔
桀
?７
）
也
。〝と
言
い
、
暴
君
の
た
め
に
仕
え
る
者
は
〞
民
賊
〝
で
あ
る
と
叱
り
、
暴
君
の
た
め
に
仕
え
る
行
為
は
〞
富
桀
〝
や
〞
輔
桀
〝
と
な
る
と
し
て
、
厳
し
く
注
意
を
促
し
て
い
る
。
暴
政
や
暴
君
の
た
め
に
仕
え
る
の
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
儒
学
者
の
一
貫
し
た
伝
統
的
立
場
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
無
辜
の
者
が
濫
殺
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
暴
政
を
避
け
暴
君
を
捨
て
て
、
遠
く
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
は
言
う
。
「
罪
無
く
し
て
士
〔
卿
〕
を
殺
さ
ば
、
則
ち
夫
は
以
て
去
る
べ
く
、
罪
無
く
し
て
民
を
戮
さ
ば
、
則
ち
士
は
以
て
移
〔
〕
る
べ
し
」〞
無
罪
而
殺
士
、
則
大
夫
可
以
去
；
無
罪
而
戮
民
、
則
士
可
以
。
?８
）
〝
と
。
彼
は
、
斎
宣
王
に
対
し
て
も〞
君
有
過
則
諌
、
反
復
之
而
不
聴
、
則
去
。〝「
君
に
過
ち
あ
ら
ば
則
ち
諌
め
、
之
を
反
復
し
て
聴
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
?９
）
去
る
」と
公
然
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に〞
移
〝、〞
去
〝
と
い
う
主
張
は
、
古
代
に
み
ら
れ
た
出
国
自
由
の
訴
え
で
あ
る
。
こ
う
し
た
出
国
自
由
論
は
、
現
代
の
人
権
に
関
す
る
国
際
法
規
に
は
っ
き
り
と
表
記
さ
れ
て
?10
）
い
る
。
さ
ら
に
、
君
子
の
位
を
他
の
者
に
換
え
る
こ
と
や
、
暴
君
を
放
逐
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
暴
君
に
仕
え
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
暴
君
か
ら
遠
く
離
れ
て
出
国
す
る
行
為
が
消
極
的
な
抵
抗
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
君
子
の
位
を
他
の
者
に
換
え
る
こ
と
や
、
暴
君
を
放
逐
す
る
行
為
は
、
積
極
的
な
反
抗
に
属
す
る
。
孟
子
は
斎
宣
王
の
問
題
に
答
え
て
、
は
っ
き
り
と
「
君
に
大
過
あ
ら
ば
則
ち
諌
め
、
之
を
反
復
し
て
聴
か
ざ
れ
ば
則
ち
位
を
換
〔
易
〕
ふ
」〞
君
有
大
過
則
諌
、
反
復
之
而
不
聴
、
則
易
位
。〝
と
主
張
し
て
?11
）
い
る
。
宣
王
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
突
然
顔
色
を
変
じ
て
」〞
勃
然
変
乎
色
〝
怒
っ
た
が
、
孟
子
の
こ
う
し
た
積
極
的
な
反
抗
思
想
は
、
断
固
と
し
て
少
し
も
動
揺
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
後
は
、
暴
君
や
独
夫
を
誅
弑
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
積
極
的
な
抵
抗
行
為
は
、
激
し
い
革
命
行
為
に
属
す
る
。
暴
力
と
謀
殺
と
い
?
）
三
〇
三
〇
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
う
手
段
を
も
っ
て
暴
君
に
反
抗
す
る
の
は
、
古
代
で
は
よ
く
見
ら
れ
た
抵
抗
行
動
で
あ
る
。
儒
学
の
こ
の
面
に
お
け
る
主
張
は
、
き
わ
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
孟
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
仁
を
賊
う
者
之
を〞
賊
〝と
謂
い
、
義
を
賊
う
者
之
を〞
残
〝と
謂
う
、〞
賊
〝
〞
残
〝
な
る
の
人
は
、〞
一
夫
〝
と
謂
う
。
一
夫
を
誅
せ
る
を
聞
け
る
も
、
未
〔
其
の
〕
君
を
弑
せ
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
」〞
賊
仁
者
謂
之
賊
、
賊
義
者
謂
之
残
。
残
賊
之
人
謂
之
一
夫
。
聞
誅
一
夫
矣
、
未
聞
弑
君
也
。
?12
）
〝
と
。
こ
れ
は
、
理
論
と
概
念
か
ら
み
て
暴
君
を
誅
弑
す
る
行
動
の
正
し
さ
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
抵
抗
の
対
象
と
さ
れ
る
不
義
は
、
為
政
者
の
不
寛
容
に
始
ま
り
尽
き
る
と
い
え
よ
う
。「
上
に
居
て
寛
な
ら
ず
」、
す
な
わ
ち
〞
居
上
不
寛
。〝
で
あ
る
。
儒
学
が
寛
容
を
求
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
歴
史
的
経
験
か
ら
み
て
、
為
政
者
が
つ
ね
に
不
寛
容
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
孔
子
は
「
上
に
居
て
寛
な
ら
ず
…
…
吾
れ
何
を
以
て
か
こ
れ
を
観
ん
や
」〞
居
上
不
寛
…
…
吾
何
以
観
?13
）
之
哉
。〝
と
述
べ
て
い
る
。
「
上
に
居
て
寛
な
ら
ず
」
と
は
、
為
政
者
の
悪
政
、
不
当
な
規
制
環
境
の
根
本
的
性
質
に
対
す
る
総
括
で
あ
り
、
そ
の
本
性
は
「
上
に
居
て
寛
な
ら
ず
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
寛
容
を
講
ず
る
の
は
、
主
に
為
政
者
が
民
衆
の
な
か
に
あ
る
異
な
っ
た
見
解
に
対
し
て
寛
容
を
求
め
る
た
め
に
あ
る
。
は
た
し
て
誰
が
不
寛
容
な
者
で
あ
る
か
？
為
政
者
が
不
寛
容
で
あ
る
!
こ
れ
は
儒
学
の
寛
容
問
題
に
お
け
る
極
め
て
は
っ
き
り
し
た
立
場
と
見
解
で
あ
る
。
儒
学
の
寛
容
思
想
の
矛
先
は
何
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
儒
学
寛
容
の
思
想
は
、
不
義
、
不
寛
容
に
対
し
て
積
極
的
な
態
度
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
儒
学
の
恕
道
に
お
け
る
寛
容
に
は
原
則
が
あ
る
。「
是
れ
を
も
忍
ぶ
べ
く
ん
ば
、
孰
を
か
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
？
」〞
是
可
忍
也
、
孰
不
可
忍
也
？
〝
が
そ
れ
で
?14
）
あ
る
。
寛
容
を
講
ず
る
に
は
、「
忍
ぶ
べ
く
ん
ば
」
と
「
孰
を
か
忍
ぶ
べ
か
ら
ん
」と
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
忍
ん
で
は
い
け
な
い
、
ま
た
は
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
対
し
て
は
、
断
固
と
し
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
忍
ぶ
こ
と
の
で
き
る
誤
っ
た
意
見
と
行
為
方
式
に
対
し
て
も
、
道
理
を
も
っ
て
説
得
す
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
そ
れ
に
迎
合
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
は
世
俗
に
同
調
し
て
は
な
ら
な
い
。
不
寛
容
な
者
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
義
、
不
寛
容
に
対
す
る
儒
学
の
抵
抗
思
想
は
、
現
代
の
抵
抗
権
論
と
概
ね
一
致
し
て
?15
）
い
る
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
三
一
三
一
以
下
に
そ
れ
を
記
し
て
小
括
と
し
た
い
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
（G
.R
adbruch
）
は
い
う
。「
相
対
主
義
は
、
証
明
さ
れ
得
な
い
よ
う
な
論
敵
の
信
念
に
対
す
る
挑
戦
を
含
む
と
同
時
に
、
等
し
く
否
定
さ
れ
得
な
い
と
こ
ろ
の
論
敵
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
尊
敬
せ
よ
と
勧
め
る
に
吝
か
で
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
方
で
は
断
固
と
し
て
戦
う
態
度
を
と
り
、
他
方
で
は
判
断
の
適
正
を
持
す
る
と
い
う
の
が
、
相
対
主
義
の
倫
理
で
?16
）
あ
る
。」「
相
対
主
義
…
…
そ
れ
は
普
遍
的
な
る
寛
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
寛
容
に
対
し
て
ま
で
寛
容
で
は
?17
）
な
い
」と
。
中
国
古
代
の
〞
抵
抗
不
義
〝
に
み
ら
れ
る
積
極
的
な
要
因
を
発
掘
し
、
そ
れ
を
発
揚
さ
せ
、
現
代
の
民
主
と
人
権
法
制
の
生
か
す
べ
き
こ
と
は
、
新
た
な
規
制
環
境
の
改
善
へ
向
け
て
、
期
待
さ
れ
要
請
も
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
註
?１
）
儒
学
は
義
を
見
て
勇
み
、
直
道
し
て
行
う
こ
と
を
訴
え
、
義
を
見
て
勇
ま
ず
、
事
な
き
を
求
め
て
柔
軟
に
な
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
儒
学
は
「
直
な
る
か
な
史
魚
、
邦
に
道
あ
る
と
き
も
矢
の
如
く
、
邦
に
道
無
き
と
き
も
矢
の
如
し
」〞
直
哉
史
魚
。
邦
有
道
、
如
矢
；
邦
無
道
、
如
矢
。〝
を
称
賛
し
て
い
る
。『
論
語
』
衛
霊
公
篇
第
十
五
。『
論
語
』
武
内
義
雄
訳
註
（
前
掲
）
一
六
一
頁
。
?２
）
『
孟
子
』
下
、
小
林
勝
人
訳
註
（
一
九
七
四
年
、
岩
波
書
店
）
巻
九
の
五
、
萬
章
句
上
、
一
四
二
頁
?３
）
杜
鋼
建
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
一
頁
以
下
、
及
び
同
「
中
国
古
代
儒
家
的
人
権
思
想
」、
載
於
『
人
権
新
論
』（
前
掲
）二
五
九
頁
以
下
、
現
代
的
な
課
題
を
扱
っ
た
も
の
に
、「
非
暴
力
的
反
抗
与
良
心
拒
絶
…
…
当
代
国
外
兵
役
制
面
臨
的
新
問
題
」、
載
於
同
著『
新
仁
学
…
…
儒
学
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
二
一
四
頁
以
下
等
参
照
。
?４
）
『
荀
子
』
下
、
金
谷
治
訳
註
（
一
九
八
五
年
、
岩
波
書
店
）
巻
第
二
十
、
宥
座
篇
第
二
十
八
、
二
九
九
頁
。
?５
）
『
孟
子
』
下
（
前
掲
）
巻
第
十
二
の
八
、
告
子
章
句
下
、
二
九
九
頁
。
?６
）
『
孟
子
』
上
（
前
掲
）
巻
第
二
の
十
二
、
梁
恵
王
章
句
下
、
九
七
頁
。
?７
）
『
孟
子
』
下
（
前
掲
）
巻
第
十
二
の
九
、
告
子
章
句
下
、
三
〇
二
頁
。
?８
）
『
孟
子
』
下
（
前
掲
）
巻
第
八
の
四
、
離
婁
章
句
下
、
六
七
頁
。
?９
）
『
孟
子
』
下
（
前
掲
）
巻
十
の
九
、
萬
章
章
句
下
、
二
一
六
頁
。
?
）
三
二
三
二
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
?10
）
『
世
界
人
権
宣
言
』
第
十
三
条
「
す
べ
て
の
人
は
、
各
国
の
境
界
内
に
お
い
て
自
由
に
移
転
及
び
居
住
す
る
権
利
を
有
す
る
。
す
べ
て
の
人
は
、
自
国
そ
の
他
い
ず
れ
の
国
を
も
立
ち
去
り
、
及
び
自
国
に
帰
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
?11
）
『
孟
子
』
下
（
前
掲
）
巻
第
十
の
九
、
萬
章
章
句
下
、
二
一
六
頁
。
?12
）
『
孟
子
』
上
（
前
掲
）
巻
第
二
の
八
、
梁
恵
王
章
句
下
、
九
〇
頁
。
?13
）
『
論
語
』
金
谷
註
訳
（
前
掲
）
八
篇
第
三
、
五
一
頁
。
?14
）
『
論
語
』
武
内
註
訳
（
前
掲
）
八
篇
第
三
、
三
三
頁
。
?14
）
『
孟
子
』
下
（
前
掲
）
巻
第
十
一
の
十
、
告
子
章
句
上
、
二
四
二
頁
。
?15
）
儒
学
の
抵
抗
権
思
想
と
現
代
の
抵
抗
権
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
抵
抗
権
は
、
現
代
に
お
け
る
国
際
人
権
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
広
く
諸
国
の
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
、
孔
子
と
孟
子
は
「
君
権
は
民
か
ら
授
け
ら
れ
る
」〞
君
権
民
授
〝
と
主
張
し
て
は
い
る
が
、
人
権
や
民
権
を
保
障
す
る
面
で
、
彼
ら
の
考
え
る
こ
と
の
で
き
た
も
っ
と
も
有
効
な
手
法
は
、
当
時
に
お
い
て
た
だ
民
衆
の
力
を
も
っ
て
暴
政
に
反
抗
す
る
こ
と
で
し
か
な
く
、
議
会
制
度
、
政
党
制
度
、
選
挙
制
度
、
分
権
制
度
を
通
じ
て
、
人
民
か
ら
授
け
ら
れ
た
政
府
の
権
利
を
制
限
し
、
均
衡
を
は
か
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
儒
学
が
単
に
民
権
だ
け
を
知
っ
て
民
主
政
体
の
在
り
方
を
問
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
面
を
も
っ
て
、
今
日
の
人
び
と
は
、
古
代
の
人
び
と
を
厳
し
く
批
判
す
る
こ
と
は
当
た
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
古
代
の
政
体
問
題
を
い
か
に
認
識
す
る
か
に
関
し
て
、
杜
鋼
建
「
孔
子
亜
士
多
徳
法
律
思
想
比
較
研
究
」、
載
於
『
孔
子
法
律
思
想
研
究
』（
前
掲
）
三
二
四
頁
以
下
を
参
照
。
?16
）V
gl.,R
adbruch,D
er R
elativism
us im der R
echtsphilosophie,1934;im
:M
ensch im R
echt,1961,S.81.
「
法
哲
学
に
お
け
る
相
対
主
義
」、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
４
・『
実
定
法
と
自
然
法
』（
一
九
七
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
四
頁
。
?17
）R
adbruch,M
ensch im R
echt,a.a.O
.,S.86.
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
三
三
三
三
結
び
に
代
え
て
…
…「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
と
〞
操
守
良
心
〝
第
二
次
大
戦
当
時
、
欧
州
で
は
ナ
チ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
大
量
虐
殺
へ
と
発
展
し
た
史
実
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ナ
チ
ズ
ム
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
優
秀
性
を
鼓
舞
す
る
民
族
主
義
で
あ
り
、
個
人
よ
り
も
国
家
を
重
視
す
る
超
個
人
主
義
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
必
然
的
に
〞
法
律
は
法
律
だ
〝
と
す
る
「
法
実
証
主
義
」
を
掲
げ
、
現
実
に
存
在
す
る
法
、
す
な
わ
ち
制
定
法
や
判
例
だ
け
が
法
で
あ
る
と
い
う
法
律
観
を
育
ん
だ
。
こ
の
法
実
証
主
義
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
い
か
に
非
道
徳
的
で
邪
悪
な
内
容
を
含
ん
で
い
よ
う
と
も
、
一
定
の
妥
当
な
手
続
き
を
踏
ん
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
法
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
（G
ustav R
adbruch
）
は
、
再
生
自
然
法
論
の
端
緒
と
さ
れ
る
論
文
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
と
制
定
法
を
超
え
る
法
」
“G
esetzliches U
nrecht und u?bergezetzliches R
echt
(1946)”
の
な
か
で
、「
ま
こ
と
に
、
実
証
主
義
は
、〞
法
律
は
法
律
だ
〝
と
い
う
そ
の
確
信
に
よ
っ
て
、ド
イ
ツ
の
法
曹
階
級
か
ら
、恣
意
的
か
つ
犯
罪
的
な
内
容
を
も
っ
た
法
律
に
対
し
て
抵
抗
す
る
力
を
奪
い
去
っ
て
き
た
。
し
か
も
そ
の
う
え
に
、
実
証
主
義
は
、
自
ら
の
力
で
法
律
の
妥
当
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
で
き
な
い
。
法
律
の
妥
当
性
は
、
法
律
が
自
己
貫
徹
力
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
う
に
実
証
済
み
だ
、
と
実
証
主
義
は
信
ず
る
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
?１
）
い
る
。
当
時
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
一
党
独
裁
の
権
威
主
義
は
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
一
切
の
精
神
的
自
由
を
恐
怖
の
底
に
陥
れ
、
こ
れ
を
握
り
潰
し
た
。
つ
ま
り
、
民
主
的
な
法
治
国
家
を
可
能
に
す
る
諸
条
件
、
自
由
主
義
、
個
人
主
義
、
民
主
主
義
、
平
等
、
と
く
に
「
思
想
の
自
由
」
や
「
良
心
の
自
由
」
を
訴
え
る
者
は
、
す
べ
て
国
家
の
敵
と
見
做
さ
れ
、
弾
圧
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
議
会
制
民
主
政
は
解
体
の
一
途
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ゲ
ル
マ
ン
人
に
よ
る
「
民
族
国
家
」
は
、
終
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
る
「
指
導
者
国
家
」
へ
と
四
三
四
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
?
）
三
）
夫
敬
e-s 欧文ハ
フン
tz＝
組んでいる
め）行ズレ時注
★
手で入れ
ます（切れ目は
コですが振分
で
成
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
制
定
法
国
家
の
道
徳
的
諸
前
提
」（
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
、Franz W
ieacker
）が
崩
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
?２
）
時
期
、
も
っ
と
も
打
撃
を
受
け
た
の
は
法
治
国
家
の
根
幹
で
あ
る
三
権
分
立
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
下
で
は
、
お
よ
そ
司
法
権
の
独
立
、
裁
判
官
の
独
立
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
に
「
ど
の
よ
う
な
法
律
も
総
統
の
決
断
で
」
制
定
さ
れ
、「
総
統
が
唯
一
の
立
法
者
で
あ
る
」
と
謳
わ
れ
た
時
代
で
?３
）
あ
る
。
は
た
し
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、
裁
判
官
を
い
か
に
拘
束
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
迎
合
し
た
法
学
者
の
一
人
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（C
arl Schm
itt
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
遺
し
て
い
る
。「
今
日
の
全
ド
イ
ツ
法
は
、
実
定
的
に
廃
止
さ
れ
ず
、
効
力
が
な
お
存
続
し
て
い
る
諸
規
定
も
含
め
て
、
専
ら
ナ
チ
ズ
ム
の
精
神
に
よ
っ
て
の
み
支
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
解
釈
の
第
一
の
原
理
で
あ
る
。
す
べ
て
の
解
釈
は
ナ
チ
ズ
ム
の
精
神
に
則
し
た
解
釈
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
裁
判
官
に
よ
る
法
の
適
用
は
例
外
な
く
、?
ナ
チ
ス
党
の
綱
領?
に
従
い
、
ナ
チ
ズ
ム
の
精
神
か
ら
適
用
さ
れ
、
論
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
?４
）
」
と
。
こ
こ
で
裁
判
官
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
一
党
独
裁
の
指
導
者
国
家
へ
の
献
身
で
あ
り
、?
ナ
チ
ス
党
の
要
綱?
に
対
す
る
遵
法
の
精
神
で
あ
る
。
こ
う
し
た
徹
底
し
た
ナ
チ
ス
の
法
実
証
主
義
は
、
裁
判
官
を
自
由
な
思
考
か
ら
権
威
な
思
考
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
裁
判
官
は
ナ
チ
法
へ
の
同
化
を
強
要
さ
れ
、
終
に
司
法
の
独
立
性
、
裁
判
官
の
人
格
性
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
?５
）
っ
た
。
第
二
次
大
戦
が
終
わ
り
、
連
合
国
が
ド
イ
ツ
国
内
に
進
駐
す
る
と
と
も
に
、
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
戦
時
中
の
ナ
チ
ス
の
党
員
、
協
力
者
、
公
務
員
た
ち
が
関
与
し
た
さ
ま
ざ
ま
戦
争
犯
罪
に
対
す
る
裁
判
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ナ
チ
に
協
力
者
し
た
被
告
人
た
ち
の
主
張
は
「
自
分
は
あ
く
ま
で
も
法
律
を
遵
っ
て
職
務
を
遂
行
し
た
だ
け
だ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
「
ナ
チ
ス
が
制
定
し
た
法
律
が
い
か
に
邪
悪
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、そ
れ
が
法
律
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
以
上
、他
の
選
択
肢
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
、
彼
ら
の
抗
弁
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
難
問
に
直
面
し
て
い
た
一
九
四
六
年
、
法
実
証
主
義
を
回
顧
し
、
ナ
チ
ス
の
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
が
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
前
掲
論
文
で
あ
る
。
彼
は
、
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
三
五
三
五
法
に
内
在
す
る
価
値
と
し
て
、
戦
前
か
ら
主
張
し
て
い
た
法
の
三
つ
の
理
念
、
す
な
わ
ち
、
法
的
安
定
性
、
合
目
的
性
、
正
義
の
相
互
関
連
を
基
礎
に
、
実
定
法
規
遵
守
と
い
う
法
的
安
定
性
と
正
義
の
要
請
が
衝
突
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
い
う
。
「
正
義
の
追
求
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
、
正
義
の
核
心
を
な
す
平
等
が
、
実
定
法
の
規
定
に
際
し
て
意
識
的
に
否
認
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
法
律
は
、
お
そ
ら
く
単
に
〞
悪
法
〝
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
法
と
し
て
の
本
質
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
定
法
も
含
め
て
、
法
を
定
義
づ
け
る
と
す
れ
ば
、、
そ
の
意
義
か
ら
み
て
正
義
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
秩
序
で
あ
り
、
制
度
で
あ
る
と
い
う
外
な
い
か
ら
で
あ
る
?６
）
」
と
。
こ
の
一
節
は
、戦
後
の「
自
然
法
の
再
生
」と
し
て
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
の「
制
定
法
を
超
え
る
法
」（u?bergesetz-
liches R
echt
）
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ナ
チ
ス
の〞
法
〝な
る
も
の
は
、
等
し
い
も
の
は
等
し
く
扱
う
と
い
う
正
義
の
本
質
を
、
立
法
の
初
め
か
ら
拒
も
う
と
し
て
い
た
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」（gesetzliches U
nrecht
）、
あ
る
い
は
「
法
律
に
偽
装
さ
れ
た
不
法
」“verschleiertes U
nrecht gegen das G
e
?７
）
setz”
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
人
間
を
人
間
以
下
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
そ
の
人
間
の
自
由
を
奪
い
、
そ
の
平
等
を
否
認
し
た
ナ
チ
法
は
、
法
と
し
て
の
性
格
を
ま
っ
た
く
有
し
て
い
な
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
は
、
そ
の
人
間
の
本
性
や
理
性
、
自
然
の
摂
理
に
基
づ
く
人
類
普
遍
の
法
原
理
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
人
間
の
尊
厳
と
天
賦
自
然
の
人
権
を
擁
護
す
る
砦
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
同
化
が
強
要
さ
れ
て
い
た
時
代
、
そ
の
当
時
の
裁
判
官
を
い
か
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
精
神
的
自
由
が
閉
ざ
さ
れ
た
裁
判
官
が
、「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」を
適
用
し
て
死
刑
判
決
を
行
っ
た
場
合
、
果
た
し
て
そ
の
裁
判
官
は
殺
人
を
犯
し
た
と
い
う
理
由
で
有
罪
と
さ
れ
る
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ー
ト
フ
ル
ッ
フ
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
官
を
は
っ
き
り
と
糾
弾
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
裁
判
官
が
ナ
チ
ス
の
実
証
主
義
か
ら
誤
っ
た
教
育
を
受
け
た
た
め
に
、
制
定
さ
れ
た
法
律
以
外
?
）
三
六
三
六
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
の
法
を
、
つ
ま
り
「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
に
つ
い
て
何
ら
知
ら
な
い
と
主
張
し
、
も
し
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
も
し
、
そ
の
よ
う
な
「
制
定
法
を
超
え
る
法
」に
従
う
よ
う
な
行
為
を
す
れ
ば
、
自
身
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
と
、
最
後
の
抗
弁
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
専
ら
正
義
を
志
向
す
べ
き
者
で
あ
る
以
上
、
裁
判
官
の
エ
ー
ト
ス（E
thos
）と
し
て
は
、
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
、
時
に
は
生
命
を
賭
け
て
も
、
こ
の
よ
う
な
弁
明
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
?８
）
、
と
。
こ
の
一
節
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
、
裁
判
官
の
職
業
倫
理
や
そ
の
裁
判
官
の
魂
を
以
て
、
生
命
を
賭
け
て
も
、
正
義
に
反
す
る
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」
に
抵
抗
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
抵
抗
の
精
神
は
、
先
に
考
察
し
た
儒
学
の
義
道
、
す
な
わ
ち
「
身
を
殺
し
て
仁
に
成
る
」〞
殺
身
成
仁
〝
や
「
身
を
捨
て
て
義
に
就
く
」〞
舎
身
就
義
〝
と
い
う
〞
不
義
抵
抗
〝
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
現
在
、
中
国
は
憲
法
の
改
正
を
は
じ
め
、
多
く
の
法
律
を
整
備
し
て
名
実
と
も
に
法
治
国
家
建
設
の
一
途
を
歩
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
五
年
の
憲
法
改
正
で
は
、
私
有
財
産
の
保
護
を
明
示
し
、
社
会
保
障
と
人
権
尊
重
も
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
連
の
法
改
革
の
な
か
で
、
早
急
に
進
め
る
べ
き
改
革
は
司
法
制
度
の
改
革
で
あ
ろ
う
。
国
家
権
力
か
ら
裁
判
所
を
独
立
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
改
革
で
は
、
重
点
を
裁
判
所
の
管
理
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
人
事
に
関
す
る
権
限
と
裁
判
所
の
財
政
権
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
要
は
、
こ
の
司
法
制
度
の
改
革
は
、
裁
判
官
の
「
良
心
の
自
由
」
を
保
障
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
の
裁
判
官
の
「
良
心
の
自
由
」
に
と
っ
て
、
最
も
火
急
な
課
題
は
、『
労
働
教
養
制
度
』
の
廃
止
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
労
働
教
養
問
題
に
関
す
る
決
定
」
等
（
一
九
五
七
年
）
は
、
憲
法
、
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
行
政
処
罰
法
等
と
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
制
定
法
で
あ
る
。
犯
罪
が
軽
微
で
刑
事
処
罰
す
る
ま
で
に
該
当
し
な
い
法
令
違
反
者
を
、「
労
働
教
養
」の
名
の
下
に
、
司
法
手
続
き
と
そ
の
判
決
に
よ
る
こ
と
な
く
長
期
に
わ
た
り
人
身
の
自
由
を
拘
束
す
る
こ
の?
治
安
行
政
処
罰?
が
、
は
た
し
て
憲
法
に
い
う?
法
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
三
七
三
七
治?
で
あ
る
か
否
か
、
裁
判
官
は
良
心
に
か
け
て
自
問
自
答
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
。
中
国
に
は
、
こ
の
行
政
権
に
よ
る
治
安
行
政
処
罰
行
為
が
、
司
法
権
す
な
わ
ち
裁
判
官
の?
裁
判
権
へ
の
侵
害?
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
を
黙
視
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
ま
さ
に
黙
視
は
良
心
の
放
棄
で
あ
る
。
こ
の
無
責
任
な
良
心
の
放
棄
は
、
裁
判
官
で
あ
る
以
前
に
人
間
と
し
て
、
自
由
で
責
任
の
あ
る
行
為
を
す
べ
き
こ
と
に
対
す
る
認
識
の
欠
如
以
外
の
何
も
の
で
も
?９
）
な
い
。
た
と
え
、
中
国
憲
法
に
良
心
条
項
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
誰
も
が
天
賦
自
然
の
法
理
、
す
な
わ
ち
「
制
定
法
を
超
え
る
法
」
に
依
拠
す
る
良
心
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
間
に
普
遍
的
な
こ
の
法
理
か
ら
す
れ
ば
、「
労
働
教
養
」
制
度
は
、
人
間
の
仁
性
を
否
定
す
る
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
廃
止
さ
れ
る
べ
き
不
法
な
法
規
制
で
あ
る
。
裁
判
官
等
司
法
に
携
わ
る
者
は
、
不
法
な
行
政
的
法
規
制
を
黙
許
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
果
敢
な
良
心
を
以
て
〞
不
義
〝
の
廃
絶
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
自
然
人
で
あ
り
、
規
制
人
で
あ
り
、
そ
し
て
仁
人
で
あ
る
べ
き
裁
判
官
は
、
現
下
に
お
い
て
良
心
の
覚
醒
に
つ
と
め
、
学
〝・〞
思
〝
を
併
進
さ
せ
て
〞
操
守
?10
）
良
心
〝
に
徹
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
註
?１
）R
adbruch,G
esetzliches U
nrecht und u?bergesetzliches R
echt,in:R
echtsphilosophie,6.A
ufl.,1963,S.352.
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
４
・『
実
定
法
と
自
然
法
』（
一
九
七
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
二
五
九
頁
。
多
く
の
場
合
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
の
こ
の
主
張
は
、
戦
後
の
「
再
生
自
然
法
論
」
の
源
流
と
し
て
評
価
さ
れ
る
が
、
実
は
、
彼
の
実
証
主
義
批
判
は
、
早
く
も
一
九
一
九
年
に
始
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
く
「
法
律
学
上
の
実
証
主
義
、
そ
れ
に
と
っ
て
法
は
国
家
の
恣
意
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
法
感
覚
は
服
従
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
権
力
へ
の
偶
像
崇
拝
は
、
現
実
主
義
政
治
の
時
代
、
権
力
国
家
の
時
代
の
法
律
学
上
の
部
分
現
象
を
意
味
し
て
い
た
」
と
。R
adbruch,
Ihr
 
jungen Juristen!,B
erlin,1919,S.13.V
gl.H
ubert R
otteuthner,Substanteiller D
ezisionism
us,in:A
R
SP
,B
E
IH
E
F
T N
r.18
(1983),S.22.
?２
）E
ranz W
ieacker,P
rivatrechtsgeschichte der N
euzeit,2.A
uful.,1967,S.460.
ナ
チ
ズ
ム
と
実
証
主
義
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
と
し
て
、
竹
下
賢
著
『
実
証
主
義
の
功
罪
…
…
ド
イ
ツ
法
思
想
の
現
代
史
…
…
』（
一
九
九
九
年
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
三
四
頁
以
下
、
三
八
頁
。
?
）
三
八
三
八
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
?３
）G
eorg D
ahm
,D
eutsches R
echt,1944,S.231.
?４
）C
arl Schm
itt,N
ationalsozialism
us und R
echtsstaat,in:JW
 
1934,717.
こ
う
し
た
Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
立
場
が
い
か
に
法
実
証
主
義
に
貢
献
し
た
か
に
つ
い
て
精
緻
に
論
証
し
た
の
は
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、A
rthur K
aufm
ann,
R
echtsphilosophie
 
und
 
N
ationalsozialism
us,R
echt,R
echtsphilosophie und N
ation alsozialism
us,hrsg.H
ubert R
ottleuthner,A
R
SP
,B
E
IH
E
F
T
,
N
r.18
(1983).
『
法
、
法
哲
学
と
ナ
チ
ズ
ム
』
Ｈ
・
ロ
ッ
ト
ロ
イ
ト
ナ
ー
編
、
ナ
チ
ス
法
理
論
研
究
会
訳
（
一
九
八
七
年
、
み
す
ず
書
房
）
二
六
頁
。
?５
）
裁
判
官
の
思
考
が
権
威
主
義
的
な
も
の
に
堕
し
た
実
態
は
、
戦
前
の
日
本
お
よ
び
日
本
が
植
民
地
統
治
を
し
て
い
た
時
代
に
も
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
日
本
は
三
六
年
間
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
を
植
民
地
支
配
し
た
が
、
こ
の
間
の
朝
鮮
総
督
府
下
の
刑
事
司
法
行
政
、
五
〇
年
間
に
わ
た
る
台
湾
総
督
府
下
の
刑
事
司
法
行
政
は
、
日
本
帝
国
主
義
乃
至
軍
国
主
義
下
の
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」
に
依
拠
し
た
植
民
地
統
治
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
日
本
植
民
地
下
台
湾
に
お
い
て
、
支
配
者
は
「
匪
徒
刑
罰
令
」
や
「
台
湾
総
督
府
臨
時
法
院
条
例
」
等
を
駆
使
し
て
抗
日
闘
争
を
弾
圧
し
多
く
の
犠
牲
を
強
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
日
本
帝
国
主
義
乃
至
軍
国
主
義
を
信
奉
し
、
植
民
地
統
治
法
と
い
う
「
制
定
法
の
形
を
し
た
不
法
」
に
遵
守
し
、
か
つ
迎
合
し
た
裁
判
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
五
年
戦
争
下
に
お
い
て
も
、「
治
安
維
持
法
」
は
「
国
体
護
持
」
を
掲
げ
て
抗
日
思
想
の
弾
圧
に
猛
威
を
奮
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
国
内
に
お
い
て
も
、
当
時
の
最
高
法
院
は
「
治
安
維
持
法
」
に
基
づ
き
、
朝
鮮
民
族
独
立
運
動
を
厳
し
く
裁
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
紛
れ
も
な
く
天
皇
を
神
格
化
し
た
「
大
日
本
国
帝
国
憲
法
」
の
下
で
、
法
実
証
主
義
を
信
奉
し
、
良
心
の
掟
に
背
い
た
裁
判
官
の
姿
が
み
ら
れ
る
。
鈴
木
敬
夫
著
『
朝
鮮
植
民
地
統
治
法
の
研
究
』（
一
九
八
九
年
、
北
海
道
大
学
図
書
出
版
）、
と
く
に
「
太
平
洋
戦
争
と
決
戦
教
育
」
二
〇
一
頁
以
下
。
さ
ら
に
植
民
地
下
台
湾
の
権
威
刑
事
法
の
展
開
に
つ
い
て
、
王
泰
升
「
植
民
地
下
台
湾
の
弾
圧
と
抵
抗
…
…
日
本
植
民
地
統
治
と
台
湾
人
の
政
治
的
抵
抗
文
化
」（
鈴
木
敬
夫
訳
）、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
二
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
二
三
頁
以
下
。
?６
）R
adbruch,
a.
a.
O
.,
S.
353.
著
作
集
４
（
前
掲
）、
二
六
一
頁
。
こ
の
論
文
が
戦
後
の
再
生
自
然
法
論
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
理
由
は
、
そ
れ
が
「
正
義
の
核
心
で
あ
る
平
等
」
の
意
義
を
、
自
然
法
を
基
軸
に
し
て
強
調
し
、
人
間
の
尊
厳
を
力
強
く
掲
げ
た
こ
と
に
よ
る
。
?７
）R
adbruch,SJZ47,Sp.633.
こ
の
「
法
律
に
偽
装
さ
れ
た
不
法
」
の
概
念
と
そ
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
、
鈴
木
敬
夫
「
法
の
効
力
に
つ
い
て
…
…
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
哲
学
的
効
力
論
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
二
一
巻
第
二
号
（
前
掲
）、
と
く
に
三
六
頁
以
下
。
?８
）R
adbruch,a.a.O
.,S.356.
著
作
集
４
（
前
掲
）
二
六
五
頁
。
こ
の
箇
所
で
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
「
裁
判
官
が
支
配
的
な
実
証
主
義
か
ら
誤
っ
た
教
育
を
受
け
た
た
め
に
、
制
定
さ
れ
た
法
以
外
の
法
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
実
定
法
の
適
用
に
当
た
っ
て
、
彼
が
法
を
曲
げ
る
と
い
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
一
号
）
?
）
三
九
三
九
う
故
意
を
も
ち
え
た
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
問
う
て
い
る
。
問
題
は
、
裁
判
官
が
「
制
定
さ
れ
た
法
以
外
の
法
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
」“dass sie ein
 
ander es als das gesetzte R
escht nicht kannten.”
と
す
る
点
で
あ
る
。
筆
者
は
、
裁
判
官
の
「
良
心
」
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
否
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。
?９
）
ナ
チ
ス
下
の
「
良
心
的
抵
抗
」
に
つ
い
て
、
デ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
（D
ietrich B
onhoeffer
）
の
告
白
は
、
労
働
教
養
制
度
に
対
峙
す
る
裁
判
官
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。ボ
ン
ヘ
ツ
フ
ァ
ー
い
わ
く
、「
ド
イ
ツ
人
の
す
べ
て
の
道
徳
的
根
本
概
念
は
動
揺
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
は
、
あ
る
決
定
的
な
基
本
認
識
が
な
お
欠
け
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
職
務
や
任
務
に
反
し
て
で
も
、
人
間
と
し
て
自
由
で
責
任
あ
る
行
為
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
認
識
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
一
方
で
は
、
無
責
任
な
良
心
の
放
棄
が
、
他
方
で
は
、
決
し
て
行
為
に
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
自
虐
的
な
良
心
の
呵
責
が
表
れ
た
。
だ
が
、
市
民
的
勇
気
は
、
た
だ
、
自
由
な
人
間
の
自
由
な
責
任
性
か
ら
だ
け
う
ま
れ
る
」と
。Dietrich B
onhoeffer in Selbstzeugnissen und B
ilddokum
enten,dargestellt
 
von E
berhard B
ethge,1976.
宮
田
光
雄
・
山
崎
和
明
訳
『
デ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
』（
一
九
九
二
年
、
新
教
出
版
社
）
一
二
九
頁
〜
一
三
〇
?10
）
「
良
心
の
操
を
守
る
」〞
操
守
良
心
。〝儒
学
の
寛
容
思
想
は
、
良
心
に
対
す
る
忠
誠
に
源
が
あ
る
。
寛
容
は
良
心
に
基
づ
く
寛
容
で
あ
り
、
良
心
的
な
思
想
・
表
現
の
自
由
に
対
す
る
寛
容
で
あ
る
。
良
心
を
尊
重
し
良
心
の
操
を
守
り
、
良
心
に
忠
誠
を
つ
く
す
こ
と
は
、
寛
容
思
想
の
最
も
高
貴
な
理
念
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
孔
子
は
〞
心
〝
を
論
ず
る
さ
い
、「
操
り
は
存
じ
、
舎
は
亡
ぶ
。
出
入
り
な
か
り
せ
ば
、
其
の
郷
を
知
ら
ず
」〞
操
則
存
、
舎
則
亡
、
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
。〝（『
孟
子
』
下
、
小
林
勝
人
訳
注
（
前
掲
）、
告
子
章
句
上
、
二
四
二
頁
。
と
述
べ
、
良
心
の
道
と
す
る
特
徴
は
自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
杜
鋼
建
「
人
権
視
野
中
的
寛
容
」、
載
於
『
法
哲
学
与
社
会
哲
学
論
叢
』（
二
〇
〇
〇
年
、
中
国
政
法
大
学
出
版
社
）、
二
〇
一
頁
〜
二
〇
三
頁
。
新
仁
学
で
は
、
よ
り
積
極
的
に
人
は
そ
の
自
然
人
、
規
制
人
、
仁
人
と
い
う
全
生
涯
に
お
い
て
、
〞
操
守
良
心
〝
を
貫
徹
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
?す
ず
き
け
い
ふ
本
学
法
学
部
教
授
）
?
）
四
〇
四
〇
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
（
鈴
木
敬
夫
）
